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史
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芝

井

敬

司

【
要
約
】
　
こ
の
二
〇
年
間
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的
方
法
ー
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
、
統
計
分
析
、
数
理
モ
デ
ル
ー
の
使
用
は
、
世
界
的
規
模
で
進
行

し
た
。
特
に
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
浸
透
は
扇
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
研
究
条
件
の
整
備
や
研
究
の
組
織
化
を
伴

っ
た
持
続
的
現
象
と
し
て
歴
史
学
全
体
に
拡
が
り
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
、
　
「
数
量
的
歴
史
学
」
あ
る
い
は
「
ニ
ュ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
呼
称
さ

れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
歴
史
学
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
従
来
、
手
段
と
し
て
の
み
評
価
し
て
き
た
数
量
的
方
法
を
、
現
代
歴
史
学
の
性
格
規
定
に
関
わ
る
現
象
と
捉
え
、
そ
の
方
法
論
的
意
味
を

検
討
す
る
。
検
討
の
結
果
、
数
量
的
方
法
は
、
ω
　
対
象
分
析
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
②
　
研
究
過
程
に
お
い
て
仮
説
の
形
成
と
検
証
を
促
す

触
媒
と
し
て
、
㈲
環
代
歴
史
学
の
科
学
と
し
て
の
成
熟
を
可
能
に
す
る
方
法
論
的
革
新
と
し
て
、
登
場
し
て
き
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
　
六
四
巻
三
号
　
一
九
八
一
年
五
月

～
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序

同

　
本
稿
の
目
的
は
、
数
量
的
方
法
の
受
容
と
い
う
現
象
と
、
現
代
歴
史
学
の
展
開
と
の
接
点
を
探
り
、
歴
史
学
に
と
っ
て
数
量
的
方
法
の
意
味

す
る
も
の
を
、
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
す
る
事
に
あ
る
。
奇
妙
な
事
に
、
こ
の
二
〇
年
間
に
世
界
的
規
模
で
進
行
し
た
歴
史
学
に
お
け
る
数
量

的
方
法
の
浸
透
に
も
拘
ら
ず
、
現
代
歴
史
学
と
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
関
連
づ
け
、
そ
の
接
点
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
は
多
く
な
い
。
と
り
わ

け
、
日
本
に
お
い
て
は
、
隣
接
諸
科
学
と
の
交
流
や
、
生
活
史
・
社
会
史
的
問
題
関
心
の
重
要
性
が
喧
伝
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
、
数
量
的
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
関
す
る
限
り
、
そ
の
紹
介
す
ら
十
分
に
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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、
こ
の
エ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
は
、
恐
ら
く
「
方
法
」
と
い
う
言
葉
に
ま
と
わ
り
つ
く
手
段
的
イ
メ
ー
ジ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
数
貴
的
方

法
は
、
正
に
道
具
・
技
法
・
手
法
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、
歴
史
認
識
の
視
角
や
、
強
烈
な
問
題
関
心
と
い
っ
た
も
の
と
、
直
接
的
に
結
び

つ
か
な
い
限
り
、
紹
介
者
の
関
心
を
惹
き
つ
け
て
来
な
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
事
か
も
知
れ
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
事
態
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
開
始
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
蚤
的

方
法
の
浸
透
は
、
六
〇
年
代
に
は
い
っ
て
勢
い
を
増
し
、
一
方
で
数
多
く
の
個
別
研
究
を
生
み
些
し
な
が
ら
、
他
方
で
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ

き
方
法
論
的
著
作
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
数
量
的
歴
史
家
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
研
究
者
達
の
自
己
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ

る
の
だ
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
数
量
的
方
法
を
歴
史
的
対
象
分
析
の
た
め
の
手
法
と
捉
え
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
有
効
性
と
限
界
を
確
定
し
よ

う
と
努
め
た
。

　
「
数
蚤
塩
鱒
法
上
分
析
の
手
段
」
と
い
う
安
易
な
前
提
に
立
つ
限
り
、
　
「
霊
草
的
方
法
の
意
味
す
る
も
の
」
と
い
う
分
析
課
題
に
こ
め
ら
れ

た
問
題
の
広
さ
と
深
さ
は
失
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
数
董
的
方
法
の
手
段
視
を
批
判
し
な
が
ら
、
問
題
の
広
さ
を
述
べ
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
数
量
的
方
法
を
歴
史
分
析
の
手
法
と
い
う
側
面
に
限
っ
て
み
て
も
、
そ
の
役
割
を
、
手
段
と
し
て
の
有
効
性
だ
け
に
求
め
る
事
は

で
き
な
い
。
道
具
や
手
法
が
、
科
学
の
歴
史
の
中
で
単
な
る
手
段
で
し
が
な
か
っ
た
事
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
近
代
科
学
の
歴
史
を
顧
み
る
時
、

一
つ
の
器
具
・
装
置
・
手
法
が
、
当
該
科
学
の
発
展
を
規
定
し
、
あ
る
揚
合
に
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
を
促
す
に
至
っ
た
例
を
、
我
々
は
容
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
見
い
出
す
事
が
で
き
る
。
手
段
と
し
て
の
数
猛
的
方
法
の
役
割
は
、
分
析
道
具
と
し
て
の
有
効
性
と
限
界
を
確
定
す
る
事
を
越
え
て
、
歴
史

学
の
性
格
や
発
展
と
の
関
わ
り
を
追
求
し
な
い
限
り
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

　
第
二
に
、
数
壁
的
方
法
の
手
段
視
は
、
数
量
的
方
法
を
使
用
す
る
人
問
と
い
う
問
題
を
見
落
と
し
て
い
る
。
数
量
的
方
法
の
受
容
を
積
極
的

に
推
進
し
た
歴
史
家
達
が
、
数
量
的
方
法
の
有
効
性
と
限
界
を
、
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、
歴
史
学
の
あ
り
方
と
、
ど
う
関
わ
ら
せ
て
き
た
の

か
、
と
い
う
事
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
三
に
、
手
段
と
し
て
の
み
捉
え
た
た
め
に
、
現
代
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
、
現
象
と
し
て
読
み
取
る
事
が
出
来
な
い
点
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が
、
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
数
量
的
方
法
が
本
来
的
に
持
っ
て
い
る
明
示
性
や
厳
密
性
は
、
数
量
的
方
法
の
受
容
を

促
進
し
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
が
、
何
故
、
現
代
歴
史
学
の
中
で
明
示
性
や
厳
密
性
が
期
待
さ
れ
る
の
か
。
更
に
、
数
量
的
方
法
の
浸
透
現

象
と
、
隣
接
面
科
学
と
の
交
流
、
歴
史
的
社
会
の
構
造
的
把
握
、
生
活
史
・
社
会
史
の
隆
盛
と
い
っ
た
現
代
歴
史
学
の
諸
傾
向
と
は
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
問
は
、
数
量
的
方
法
を
、
手
段
で
は
な
く
浸
透
現
象
と
し
て
捉
え
る
所
か
ら
し
か
生
ま
れ
て
は
来
な
い

の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
問
題
の
広
さ
と
深
さ
を
認
め
た
上
で
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
見
る
時
、
数
貴
的
方
法
の
意
味
の
解
明
は
、
史
学
史
的
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
し
て
と
同
時
に
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
哲
学
的
な
分
析
課
題
と
し
て
、
我
々
の
眼
前
に
立
ち
現
わ
れ
て
く
る
。
現
代
歴
史
学
の
動
向
の
問
題
と
し

て
と
同
時
に
、
歴
史
学
の
基
本
的
性
格
、
即
ち
歴
史
学
の
理
念
の
問
題
と
し
て
姿
を
現
わ
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
で
は
一
体
、
数
量
的
方
法
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
の
言
葉
は
極
め
て
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
内
容
を
三
点
に
ま
と
め
て
、
概
略
的
に
説
明
し
て
お
く
。
第
一
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
求
め
ら
れ
る
。
史
料
の
集
積
・
保

存
・
利
用
を
体
系
的
に
行
な
い
、
統
計
分
析
を
可
能
に
し
た
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
登
場
で
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
大
量
の
デ
ー
タ

処
理
能
力
と
多
変
壁
事
象
の
分
析
能
力
を
研
究
者
に
与
え
る
事
に
よ
っ
て
、
数
量
的
歴
史
学
の
発
展
を
下
か
ら
支
え
て
き
た
。
第
二
は
、
統
計

分
析
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
以
前
か
ら
歴
史
学
で
使
用
さ
れ
て
い
た
記
述
統
計
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
推
測
統
計
学
と
多
変
量
解
析
の
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
属
す
る
よ
り
高
度
な
、
　
「
分
析
レ
と
い
う
呼
び
名
に
値
す
る
手
法
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
な
く
し
て
は

実
際
上
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、
数
理
的
な
モ
デ
ル
構
成
で
あ
る
。
従
来
か
ら
存
在
し
た
隣
接
諸
科
学
か
ら
の
モ
デ
ル
の
借
用
は

数
量
的
歴
史
学
の
展
開
の
中
で
、
数
理
的
表
現
を
獲
得
す
る
。
そ
の
傾
向
は
、
特
に
経
済
史
に
お
い
て
著
し
い
が
、
近
年
で
は
政
治
史
・
人
口

史
・
社
会
史
な
ど
に
お
い
て
も
、
進
行
し
て
い
る
。

　
右
の
三
点
、
即
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
統
計
分
析
、
数
理
的
モ
デ
ル
は
、
ほ
ぼ
、
道
具
、
手
法
、
モ
デ
ル
と
い
う
要
素
に
対
応
し
て
い
る
の

で
、
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
判
断
す
る
規
準
と
し
て
、
ま
た
、
数
量
的
方
法
の
意
味
を
探
る
た
め
の
理
念
的
全
体
像
と
し
て
、
提
示
し
て
お
き
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⑥

た
い
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
受
容
を
一
例
と
し
て
概
観
し
、
数
量
的
歴
史
家
の
自
己
意
識
を
検
討
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4

る
。
次
に
、
数
量
的
方
法
の
役
割
を
、
歴
史
学
の
研
究
過
程
の
中
に
位
置
づ
け
、
最
後
に
、
現
代
歴
史
学
の
変
容
と
岸
壁
的
方
法
の
接
点
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

①
　
日
本
へ
の
数
量
的
方
法
の
紹
介
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・

　
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
家
族
再
構
成

　
法
を
主
と
し
て
い
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
（
田
口
芳

　
弘
・
渋
谷
昭
弘
訳
）
　
『
ア
メ
リ
カ
経
済
発
展
の
再
考
察
i
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ

　
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
：
十
講
i
』
一
九
七
七
年
。
新
保
博
・
速
水
融
・
西
川
俊
作

　
『
数
量
経
済
史
入
門
i
一
日
本
の
前
工
業
化
祉
会
』
一
九
七
五
年
。
照
口
芳
弘
「
数

　
量
的
・
計
量
的
経
済
史
ー
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
－
」
『
講

　
座
西
洋
経
済
史
V
経
済
史
学
の
発
達
』
一
九
七
九
年
、
四
〇
頁
一
六
三
頁
。
後
者

　
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
史
学
会
編
『
経
済
史
に
お
け
る
人
口
i
第
三
十
七
回

　
大
会
報
告
一
』
一
九
六
九
年
。
速
水
融
・
安
元
稔
「
人
口
史
に
お
け
る
男
騨
ヨ
臨
矯

　
菊
。
8
諺
鉦
嘗
鼠
。
口
」
『
社
会
経
済
史
学
』
第
三
十
四
巻
二
号
（
一
九
六
八
年
）
、
一

　
頁
－
三
六
頁
。
安
元
稔
「
歴
史
人
口
学
の
成
果
と
課
題
」
社
会
経
済
史
学
会
編

　
『
社
会
経
済
史
学
の
課
題
と
展
巽
』
一
九
七
六
年
、
二
｝
九
頁
－
二
三
〇
頁
。

②
　
望
遠
鏡
と
天
文
学
、
X
線
と
物
理
学
と
い
っ
た
畑
違
い
の
例
を
挙
げ
る
よ
り
は
、

　
文
献
史
料
批
判
の
技
法
と
素
朴
実
証
的
歴
史
学
の
関
係
を
想
い
浮
か
べ
て
も
ら
う

　
方
が
、
な
じ
み
深
い
で
あ
ろ
う
か
。

③
　
こ
こ
で
言
う
歴
史
哲
学
と
は
、
思
弁
的
歴
史
哲
学
で
は
な
く
、
甑
切
8
同
㌶
話
ヨ
ヨ

　
σ
q
①
ω
富
霊
鷺
を
対
象
と
す
る
分
析
的
歴
史
哲
学
の
事
を
指
し
て
い
る
。

④
　
R
・
フ
ォ
ス
タ
ー
の
言
を
引
い
て
お
こ
う
。

　
　
「
『
数
量
的
方
法
』
と
い
う
言
葉
は
弾
力
的
な
言
葉
だ
。
そ
れ
は
比
較
的
簡
単
な

　
形
の
デ
ー
タ
分
類
か
ら
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
尺
度
構
成
法
ま
で
の
、
様
々
に
工
夫

　
を
凝
ら
し
た
絹
関
闘
係
か
ら
一
様
な
理
論
的
（
数
理
的
）
証
明
ま
で
の
範
囲
に
ま
た

　
が
る
数
々
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
含
し
て
い
る
。
」
濁
。
げ
。
騨
聞
。
ω
け
。
門
・
、
、
ρ
鐸
ρ
馨
㍗

　
貯
貯
α
q
田
ω
8
q
℃
、
、
二
幅
§
§
N
ミ
N
ミ
馬
鐸
§
愚
ミ
§
遂
韓
恥
“
。
§
〈
9
α
（
〉
苧

　
葺
ヨ
離
お
置
y
も
。
8
’

⑤
　
デ
ー
タ
の
平
均
・
豊
里
偏
差
を
算
出
し
た
り
、
百
分
率
、
ク
ロ
ス
集
計
を
表
示

　
す
る
統
計
は
、
記
述
統
計
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
統
計
分
析
と
は
、
サ

　
ン
プ
リ
ン
グ
理
論
や
統
計
的
推
定
及
び
検
定
を
含
む
推
測
統
計
学
と
、
回
帰
分
析
、

　
相
関
分
析
以
上
の
多
変
藍
解
析
と
を
含
む
。
数
量
的
方
法
と
言
う
場
合
、
詑
述
統

　
計
を
含
め
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

⑥
　
特
に
統
計
分
析
に
お
け
る
手
法
の
開
発
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
の
で
、
現

　
隠
点
で
数
量
的
方
法
を
定
義
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
非
生
産
的
で

　
も
あ
る
。
た
だ
、
個
々
の
研
究
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
手
法
の
多
様
さ
に
振
り
園

　
さ
れ
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
数
燈
影
方
法
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

　
た
め
に
、
道
具
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
手
法
と
し
て
の
統
計
分
析
、
数
理
的

　
モ
デ
ル
の
三
点
に
注
脅
し
て
お
き
た
い
。



現代歴史学と数量的方法（芝：井）

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
受
容

　
ア
メ
リ
カ
は
他
国
に
先
駆
け
て
数
量
的
方
法
の
導
入
を
開
始
し
、
現
在
ま
で
に
研
究
の
質
と
量
、
及
び
そ
の
適
用
範
囲
の
広
さ
と
手
法
の
多

様
さ
の
点
で
、
他
国
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
使
用
は
、
ま
ず
最
初
に
、
経
済
史
の
領
域
で
開
始
さ
れ
た
。
一
九
五
七
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ

経
済
史
学
会
第
十
七
回
年
次
大
会
で
、
J
・
マ
イ
ヤ
ー
と
A
・
コ
ソ
ラ
ヅ
ド
は
、
　
「
経
済
理
論
、
統
計
的
推
定
、
及
び
経
済
史
」
と
題
す
る
報

①告
を
行
な
っ
た
。
こ
の
中
で
、
彼
ら
は
、
ω
歴
史
学
に
お
い
て
も
因
果
的
説
明
が
可
能
で
あ
る
事
、
②
歴
史
事
象
に
推
測
統
計
学
を
適
用
す
る

事
が
可
能
で
あ
る
事
、
㈲
歴
史
事
象
の
数
量
的
把
握
が
可
能
で
あ
る
事
を
示
し
、
数
螢
的
方
法
を
意
識
的
に
経
済
史
研
究
に
組
み
入
れ
る
よ
う

主
張
し
た
。

　
一
方
、
同
じ
頃
、
L
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
」
・
ヒ
ュ
ー
ズ
、
S
・
ラ
イ
タ
ー
ら
、
パ
ー
デ
ュ
ー
大
学
の
経
済
学
者
達
は
、
歴
史
の
デ
…
タ
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
処
理
す
る
事
を
思
い
つ
き
、
こ
れ
を
、
　
「
ク
リ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
」
Ω
δ
日
①
＃
ざ
ω
と
名
付
け
て
い
た
。
一
九
六
〇
年

に
は
、
パ
ー
デ
ェ
ー
大
学
で
「
経
済
史
に
お
け
る
数
量
的
方
法
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
」
の
。
愛
冠
錠
8
ρ
鯖
9
）
口
鉱
富
怠
く
Φ
鼠
Φ
夢
o
q
ω
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

国
o
O
口
。
導
8
国
雛
挫
。
曼
が
開
催
さ
れ
、
パ
ー
デ
ュ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
ク
リ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
と
い
う
言
葉
が
紹
介
さ
れ
、
次
第
に
経
済
史

家
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
な
る
と
、
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
に
基
づ
き
数
量
的
方
法
を
駆
使
す
る
経
済
史
研
究
の
流
れ
は
、
急
激
に
そ
の
勢
い
を

増
し
た
。
と
り
わ
け
、
一
九
六
三
年
、
R
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
年
次
大
会
で
、
　
「
『
ニ
ェ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
③

一
』
の
暫
定
的
見
解
」
を
発
表
し
て
以
来
、
経
済
史
に
お
け
る
数
量
的
方
法
を
使
用
し
た
研
究
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
『
鉄
道
と
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
』
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
本
で
フ
ォ
ー

ゲ
ル
は
鉄
道
の
経
済
効
果
を
推
計
し
、
鉄
道
が
な
か
っ
た
場
合
ア
メ
リ
カ
国
民
総
生
産
の
減
少
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
止
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
経
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⑥

済
発
展
に
お
け
る
鉄
道
の
役
割
は
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
程
決
定
的
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
。
彼
の
大
胆
な
結
論
と
、
　
「
鉄
道
が
な
か
っ
た

ら
」
と
い
う
反
実
仮
想
命
題
の
導
入
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
史
学
界
全
体
を
大
論
争
に
巻
き
込
み
、
経
済
史
研
究
者
に
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
存
在
を
、
強
く
印
象
づ
け
る
事
に
な
っ
た
。

　
こ
の
論
争
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
一
定
の
勝
利
を
収
め
、
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
経
済
史
の
中
に
根
づ
い
て

い
く
。
一
九
六
八
年
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
日
本
で
の
講
演
の
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
ニ
ェ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
拡
大
・
伸

張
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。
　
「
今
臼
で
は
経
済
史
の
学
位
の
大
部
分
を
授
与
し
て
い
る
主
要
大
学
の
経
済
学
部
に
お
い
て
、
〔
中
老
〕
日
常
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ら
れ
て
い
る
経
済
史
の
内
容
は
、
　
『
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」

　
ニ
ェ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
実
際
研
究
の
上
で
数
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
た
。
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
二
蒔
1
・
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
特
別
に
関
心
を
集
中
し
て
き
た
分
野
と
し
て
、
統
計
シ
リ
ー
ズ
の
拡
張
、
産
業
発
展
の
説
明
、
総
生
産
要
素
の

生
産
性
に
つ
い
て
の
技
術
変
化
の
計
測
と
説
明
、
新
し
い
技
術
の
普
及
の
説
明
、
人
的
資
本
へ
の
投
資
、
奴
隷
制
の
経
済
学
、
都
市
化
拡
大
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

決
定
要
因
の
七
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
数
量
的
方
法
の
受
容
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
た
め
に
、
統
計
シ
リ
ー
ズ
の
拡
張
と
奴
隷

制
の
経
済
学
の
二
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
統
計
シ
リ
ー
ズ
の
拡
張
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ヅ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
よ
り
早
く
、
S
・
ク

ズ
ネ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
は
経
済
成
長
の
類
型
を
確
立
す
る
事
を
昌
的
と
し
て
、
手
始
め
に
ア
メ
リ
カ
の
一
八
九
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

以
降
の
国
民
総
生
産
の
推
計
を
行
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
R
・
ゴ
ー
ル
マ
ソ
が
一
八
三
四
年
ま
で
要
っ
た
推
計
値
を
算
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
p
ニ
ア
イ
…
ン
と
W
・
コ
ー
ル
が
、
ド
イ
ツ
で
は
W
・
G
・
ホ
フ
マ
ン
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
J
・
マ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

世
界
的
規
模
で
の
経
済
成
長
の
推
計
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
マ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
は
、
こ
の
国
民
総
生
産
の
推
計
作
業
を
、
す
べ
て
の
事

実
を
相
互
依
存
的
な
勘
定
体
系
に
統
合
し
、
こ
の
体
系
に
基
づ
い
て
経
済
成
長
に
関
す
る
黒
星
的
な
集
計
値
を
引
き
出
す
経
済
史
の
一
方
法
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
義
し
、
こ
の
方
法
は
、
デ
ー
タ
選
択
の
客
観
性
と
完
全
性
に
よ
っ
て
、
経
済
史
の
伝
統
的
諸
形
態
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

　
し
か
し
、
ク
ズ
ネ
ヅ
ツ
の
提
唱
に
よ
り
世
界
的
規
模
で
進
め
ら
れ
て
い
る
統
計
シ
リ
ー
ズ
の
拡
張
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
統
計
シ
リ
ー
ズ
の
拡
張
が
、
経
済
史
の
本
来
的
課
題
と
言
え
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
民
所
得
の
推
計
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
る
国
民
経
済
の
成
長
過
程
や
各
国
別
の
型
の
比
較
は
、
確
か
に
具
体
的
な
歴
史
研
究
の
背
景
と
し
て
、
極
め
て
有
用
な
も
の
と
な

ろ
う
が
、
よ
り
個
別
的
な
歴
史
事
象
に
分
析
の
眼
を
向
け
る
時
に
は
、
現
象
を
説
明
す
る
力
を
失
う
。
更
に
、
数
量
的
方
法
の
使
用
と
い
う
観

点
か
ら
見
れ
ば
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
勘
定
体
系
に
従
っ
て
経
済
成
長
に
関
す
る
集
計
値
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
に
は
、
様
々
な
工
夫
は
あ
っ
て
も
、

複
雑
で
多
変
量
の
デ
ー
タ
を
統
計
分
析
で
処
理
し
た
り
、
仮
説
的
に
数
理
モ
デ
ル
を
構
成
・
検
証
す
る
事
は
欠
け
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
奴
隷
制
の
経
済
学
に
お
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
歴
史
喜
象
の
経
済
的
分
析
の
た
め
の
数
量
的
方
法
の
適
用
と
い
う
面
が
、

よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
通
説
で
は
、
南
北
戦
争
以
前
の
南
部
は
奴
隷
制
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
荷
に
あ
え
い
で
沈
滞
し
、
経
済
的
に

遅
れ
た
農
業
地
帯
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
南
北
戦
争
直
前
ま
で
に
奴
隷
制
の
収
益
性
は
低
下
し
、
奴
隷
制
の
崩
壊
は
最
早
時
間
の
聞
題
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
コ
ン
ラ
ッ
ド
と
マ
イ
ヤ
ー
は
、
早
く
も
一
九
五
七
年
の
段
階
で
、
奴
隷
翻
の
収
益
性
の
低
下
は
既
存
の
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
ら
は
確
認
で
き
な
い
事
を
示
唆
し
て
い
た
が
、
通
説
を
根
底
か
ら
覆
し
た
の
は
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
と
エ
ソ
ガ
マ
ソ
に
よ
る
研
究
で
あ
っ
た
。
彼

ら
の
分
析
結
果
は
、
北
部
の
家
族
農
業
と
比
較
し
た
南
部
の
奴
隷
農
業
の
高
収
益
、
奴
隷
の
低
い
被
搾
取
率
、
奴
隷
制
に
支
え
ら
れ
た
南
部
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

済
の
高
い
成
長
率
を
開
ら
か
に
し
た
た
め
、
伝
統
的
解
釈
は
大
幅
な
改
訂
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
奴
隷
綱
の
経
済
学
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
に
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
特
徴

が
腿
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
従
来
、
歴
史
叙
述
に
お
い
て
日
常
言
語
に
よ
っ
て
暗
黙
の
内
に
表
腸
さ
れ
て
い
た
仮
説
を
、
反
証

可
能
で
明
示
的
な
仮
説
に
再
構
成
す
る
事
、
次
に
そ
の
明
示
的
な
仮
説
を
数
量
的
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
検
証
す
る
事
で
あ
る
。
数
量
的
方
法
の
駆

使
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
推
計
学
を
前
提
と
し
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
理
論
の
適
用
、
様
々
な
統
計
的
分
布
の
利
用
も
一
般
化
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

モ
デ
ル
に
関
し
て
も
、
価
格
理
論
の
使
用
は
広
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
最
近
で
は
一
般
均
衡
モ
デ
ル
の
使
用
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
経
済
史
以
外
に
、
政
治
史
と
社
会
史
の
領
域
に
お
い
て
、
数
量
的
方
法
の
急
激
な
浸
透
が
観
察
で
き
る
。
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政
治
史
の
領
域
で
最
初
に
数
量
的
方
法
を
使
用
し
た
の
は
、
W
・
エ
イ
デ
戸
ッ
ト
だ
っ
た
。
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
一
九
五
〇
年
代
に
イ
ギ
リ
ス

穀
物
法
議
会
に
お
け
る
議
員
の
投
票
行
動
の
分
析
を
開
始
す
る
が
、
旙
大
な
デ
ー
タ
の
分
析
に
困
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
を
決
意
す
る
。

彼
は
八
一
五
人
の
議
員
の
一
一
四
の
案
件
に
対
す
る
賛
否
を
カ
ー
ド
に
パ
ン
チ
し
、
ガ
ッ
ト
マ
ソ
尺
度
構
成
法
を
用
い
て
分
析
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
結
果
は
、
　
「
一
八
四
〇
年
代
イ
ギ
リ
ス
下
院
に
お
け
る
投
票
行
動
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
が
、
分
析
結
果
が
示
す
も
の
は
、
経
済
決
定
論
、

ト
ー
リ
ー
の
温
情
主
義
、
貴
族
の
寛
容
な
ど
の
通
説
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
よ
り
も
は
る
か
に
政
党
が
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
た
と
い
う
事
で
あ

　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

つ
た
。
エ
イ
デ
4
ッ
ト
の
結
論
が
、
従
来
、
議
員
の
議
決
行
動
の
決
定
要
因
と
さ
れ
て
い
た
階
層
・
出
目
な
ど
よ
り
政
党
へ
の
帰
属
性
の
重
要

さ
を
示
唆
し
た
た
め
に
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
政
治
史
家
達
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
議
員
の
議
決
行
動
の
分
析
を
開
始
し
た
。
A
・
ボ

ー
グ
は
南
北
戦
争
議
会
の
、
J
・
ク
ラ
ブ
と
H
・
ア
レ
ン
は
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
五
年
の
上
院
の
分
析
を
行
な
い
、
政
党
へ
の
帰
属
性
の

　
　
　
　
　
　
⑲

強
弱
を
計
測
し
た
。

　
議
員
の
投
票
行
動
の
分
析
を
デ
ー
タ
の
爾
で
助
け
た
の
は
、
H
α
○
℃
図
H
暮
Φ
旱
d
曳
く
①
冨
随
噂
0
9
易
。
巴
怠
自
ヨ
臨
霞
℃
9
葺
。
雲
鳥
①
器
母
。
げ
で

あ
っ
た
。
六
〇
年
代
後
半
か
ら
回
d
O
℃
國
に
よ
る
デ
ー
タ
の
収
集
と
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
各
種
議
会
に
お
け
る
議
員
の
投
票
行
動
の
分

析
は
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
拡
大
さ
れ
る
。
七
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
H
¢
O
℃
図
の
デ
ー
タ
収
集
の
範
囲
は
各
種
選
挙
統
計
と
、
セ
ン
サ

ス
の
原
票
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
郡
単
位
で
の
社
会
経
済
的
デ
ー
タ
に
及
び
、
政
治
史
に
お
け
る
数
星
的
研
究
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
や
経
済
史
に
な
ら
っ
て
ニ
ュ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
政
治
史
に
お
け
る
数
最
的

研
究
は
、
議
員
の
投
票
行
動
の
分
析
に
始
ま
り
、
有
権
者
の
投
票
行
動
の
分
析
へ
と
対
象
を
拡
大
し
た
が
、
前
者
に
お
い
て
は
、
政
党
の
役
割

の
再
評
価
を
、
後
者
に
お
い
て
は
、
民
族
的
宗
教
的
要
因
に
光
を
当
て
た
り
、
い
わ
ゆ
る
「
批
判
選
挙
」
の
再
検
討
を
促
す
な
ど
の
具
体
的
成

　
　
　
　
　
　
⑳

果
を
挙
げ
て
い
る
。

　
総
じ
て
政
治
史
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
使
用
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
尺
度
構
成
法
な
ど
の
統
計
分
析
を
使
用
し
た
議
会
で
の
投
票
行
動
の

分
析
か
、
社
会
経
済
的
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
た
有
権
者
の
投
票
行
動
の
分
析
を
主
要
な
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
早
く
か
ら
分
析
が
進
ん
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

だ
議
会
内
で
の
投
票
行
動
の
研
究
で
は
、
近
年
に
な
り
モ
デ
ル
の
構
成
や
シ
ミ
ェ
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
史
の
領
域
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
　
社
会
史
に
お
い
て
数
量
的
方
法
の
使
用
は
、
他
に
比
べ
て
遅
れ
て
始
ま
っ
た
。
初
歩
的
な
適
用
例

と
し
て
は
、
　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
運
動
の
性
格
を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
人
口
構
成
か
ら
検
討
し
、
そ
れ
が
基
本
的
に
「
家
族
的
な
出
来
事
」
貯
巨
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

9。

ﾋ
狩
諾
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
J
・
エ
ブ
レ
ソ
の
業
績
が
あ
る
が
、
数
量
的
方
法
の
威
力
を
広
く
知
ら
し
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
、
S
・
サ
ー
ン
ス
ト
ロ
ソ
に
よ
る
社
会
移
動
の
研
究
で
あ
っ
た
。

　
サ
ー
ン
ス
ト
ロ
ン
は
、
一
八
八
○
年
の
セ
ン
サ
ス
、
一
九
一
〇
年
の
結
婚
証
明
書
、
一
九
三
〇
年
の
出
生
届
か
ら
ボ
ス
ト
ン
の
住
畏
八
○
○

○
人
の
サ
ン
プ
ル
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
・
住
所
・
年
齢
・
民
族
・
宗
教
・
財
産
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
得
た
。
こ
の
デ
ー
タ
の
分
析
結
果

は
、
初
め
下
層
に
位
置
し
て
い
た
者
は
、
民
族
・
宗
教
の
網
野
に
関
係
な
く
、
貧
困
か
ら
の
脱
出
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
事
を
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
以
前
の
繁
栄
時
代
を
黄
金
の
時
代
と
呼
び
、
一
人
一
人
が
平
等
に
成
功
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

従
来
の
通
念
を
打
ち
壊
し
た
。
彼
の
研
究
に
影
響
を
受
け
て
、
社
会
移
動
の
実
態
を
そ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
史
料
を
用
い
て
実
証
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
解
明
し
よ
う
走
す
る
研
究
が
、
他
の
都
市
に
つ
い
て
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
社
会
史
の
領
域
に
属
す
る
も
う
一
つ
の
早
期
の
適
用
例
と
し
て
、
内
容
分
析
を
使
用
し
た
R
・
メ
リ
ッ
ト
の
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ
ソ
に
関

す
る
研
究
が
あ
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
時
代
の
五
種
類
の
新
聞
か
ら
、
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
八
○
○
の
社
説

を
選
び
出
し
、
そ
の
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
植
民
地
を
指
示
す
る
名
称
の
変
化
を
統
計
的
に
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ゼ
イ
シ
ョ

ン
の
時
系
列
変
化
を
示
し
た
。

　
社
会
史
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
受
容
が
他
に
比
べ
て
遅
れ
た
主
た
る
原
因
は
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
史
料
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
に
求
め

る
事
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
社
会
移
動
や
内
容
分
析
を
使
用
す
る
研
究
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
未
使
用
デ
ー
タ
の
発
掘
や
利
用
は
、

徐
々
に
社
会
史
の
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
。
数
量
的
方
法
を
伴
っ
た
家
族
史
・
人
口
史
・
都
市
史
の
台
頭
と
と
も
に
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま

で
に
社
会
史
に
お
け
る
数
量
的
研
究
が
ニ
ュ
ー
・
ソ
ウ
シ
ャ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
間
の
急
速
な
数
量
的
方
法
の
受
容

69 （361）



を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

　
右
に
述
べ
た
三
つ
の
ユ
ユ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
展
開
は
、
技
術
的
進
歩
と
研
究
環
境
の
整
備
、
研
究
の
組
識
化
と
い
う
点
か
ら
見
直
す
事
に

よ
っ
て
、
よ
り
鮮
明
な
像
を
描
き
出
す
。
こ
こ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
計
量
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ρ
信
9
・
暮
諜
ρ
短
く
①
U
霧
螢
早
目
。
窯
く
霧
、

推
進
団
体
と
雑
誌
、
研
究
者
教
育
の
各
点
に
つ
い
て
雷
及
す
る
。

　
歴
史
研
究
看
は
他
の
分
野
の
研
究
者
よ
り
遅
れ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
を
始
め
た
。
利
用
が
遅
れ
た
理
由
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
自
体
が
本

来
科
学
技
術
計
算
を
目
的
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
た
事
、
歴
史
研
究
者
の
学
問
的
訓
練
の
中
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
が
組
み
込
ま
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
っ
た
箏
、
歴
史
研
究
潜
の
間
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
は
歴
史
を
非
人
間
化
す
る
と
い
う
批
判
が
強
か
っ
た
事
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
知
ら
な
い
者
が
、
そ
れ
は
計
算
し
か
出
来
な
い
「
偉
大
な
る
馬
鹿
老
」
か
、
神
を
も
畏
れ
ぬ
「
非
人
間
的
な
機
械
」
で
あ
る
と
考

え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
歴
史
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
の
関
わ
り
は
、
三
期
に
区
分
し
て
説
明
す
る
事
が
出
来
る
。
第
一
期
は
一
九
五
〇
年
代
で
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
、

M
・
カ
…
テ
ィ
、
B
・
ベ
イ
リ
ン
の
三
人
の
革
新
的
歴
史
家
が
、
初
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
三
人
に
共
通
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
目
的
は
、
あ
ま
り
に
彪
大
で
手
計
算
で
は
処
理
し
切
れ
な
い
デ
ー
タ
を
、
カ
ー
ド
に
パ
ン
チ
し
集
計
す
る
事
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
自
分
達
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
処
理
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
初
め
て
い
く
つ
か
の
集
計
値
を
自
ら
の
も
の
と
す
る
事
が
出
来
た
。

　
第
二
期
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
当
た
り
、
こ
の
亡
妻
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
デ
ー
タ
処
理
、
特
に
統
計

分
析
の
使
用
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
フ
ォ
ー
ト
ラ
ン
の
開
発
と
改
良
に
よ
っ
て
、
社
会
科
学
一
般
に
使
用
で
き
る
統
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
未
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
す
る
歴
史
家
は
溶
く
少
数
で
し
か
な
い
。

　
第
三
期
は
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
か
ら
始
ま
る
が
、
第
二
期
か
ら
第
三
期
へ
の
間
に
、
状
況
は
劇
的
に
変
化
す
る
。
コ
ン
ピ
ェ
ー
タ
の
側
で

は
、
よ
り
臼
常
州
語
に
近
く
優
秀
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
開
発
と
普
及
、
G
Q
℃
ω
ω
ω
富
諺
鉱
。
蹟
℃
9
。
犀
㊤
σ
q
。
o
｛
夢
Φ
ω
○
○
芭
ω
9
魯
8
ω
に
代

表
さ
れ
る
統
計
プ
μ
グ
ラ
ム
・
パ
ヅ
ケ
ー
ジ
の
開
発
と
導
入
に
よ
っ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
簡
便
で
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
。
　
一
方
、
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歴
史
学
で
は
若
手
の
研
究
者
が
、
　
こ
の
新
し
い
武
器
を
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
、
各
地
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
講
座
に
参
加
し
始
め
た
。

H
d
O
℃
閃
が
毎
年
夏
に
開
催
す
る
「
コ
ソ
ピ
ェ
ー
タ
に
よ
る
歴
史
デ
ー
タ
分
析
」
の
講
座
に
参
加
し
た
若
手
の
歴
史
研
究
者
は
、
一
九
六
五
年

か
ら
七
〇
年
の
六
年
間
に
約
一
二
〇
名
を
数
え
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
は
、
デ
ー
タ
分
析
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
計
董
デ
ー
タ
・
ア
ー
ヵ
イ
ヴ
の
成
立
を
も
可
能
に
し
た
。
計
量
デ
ー
タ
・

ア
ー
カ
イ
ヴ
は
、
無
限
に
近
い
記
憶
量
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を
収
納
し
、
貸
し
出
し
と
同
時
に
簡
単
な
集
計
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成
も
行
な
う
事

が
出
来
る
デ
ー
タ
・
バ
ン
ク
で
あ
る
。
歴
史
学
に
お
け
る
計
最
デ
ー
タ
・
ア
ー
ヵ
イ
ヴ
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
H
d
O
℃
図
は
、
一
九
六
二
年
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

シ
ガ
ソ
大
学
に
設
け
ら
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
は
以
前
か
ら
大
統
領
選
挙
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
保
有
し
て
い
た
が
、
多
額
の
基
金
を
受
け
た
事

を
き
っ
か
け
に
、
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
開
設
に
踏
み
切
っ
た
。
当
初
H
q
O
℃
切
の
活
動
は
、
　
一
七
九
〇
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に
至
る
約

二
〇
〇
紀
聞
の
各
種
セ
ン
サ
ス
を
カ
ー
ド
化
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
収
納
す
る
作
業
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
の
下
に
設
け

ら
れ
た
「
歴
史
計
量
デ
ー
タ
臨
時
委
員
会
」
㊤
α
げ
。
。
O
O
ヨ
鼠
算
8
0
魏
ρ
轟
算
津
ρ
け
オ
Φ
り
ρ
欝
語
聾
陣
ω
8
曙
と
協
力
し
て
、
デ
ー
タ
収
集

の
範
囲
を
広
げ
た
。
郡
レ
ヴ
ェ
ル
の
各
種
選
挙
結
果
、
郡
レ
ヴ
ェ
ル
の
人
口
・
社
会
・
経
済
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
各
議
会
の
議
員
の
投
票
行
動

の
デ
ー
タ
の
収
集
は
、
社
会
史
及
び
政
治
史
に
お
け
る
数
量
的
研
究
の
多
く
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
数
量
的
研
究
の
増
加
に
伴
い
、
数
鐙
的
方
法
の
受
容
推
進
を
野
営
と
す
る
組
織
が
生
ま
れ
、
数
董
的
研
究
を
主
と
し
て
載
せ
る
雑
誌
が
現
わ

れ
る
。
一
九
六
五
年
に
数
理
社
会
科
学
老
会
議
鍔
ω
ω
じ
d
鼠
舞
げ
①
ヨ
帥
賦
。
巴
ω
o
。
一
9
）
圃
ω
○
δ
⇒
8
切
0
9
a
の
下
に
歴
史
諮
問
委
員
会
国
齢
ざ
受

跨
α
く
冨
○
受
O
。
鑓
巨
露
＄
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
委
員
会
の
援
助
に
よ
っ
て
、
数
量
的
研
究
の
集
大
成
と
も
言
え
る
「
歴
史
学
に
お
け
る
数
量

　
　
　
　
　
　
⑫

的
研
究
シ
リ
ー
ズ
」
が
一
九
七
二
年
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
の
歴
史
計
量
デ
ー
タ
臨
時
委
員
会
は
、
H
d
O
℃
国
と
協
同

し
て
デ
ー
タ
収
集
に
努
め
て
い
る
他
に
、
他
国
の
計
蚤
デ
ー
タ
・
ア
ー
ヵ
イ
ヴ
の
設
立
を
促
し
、
デ
ー
タ
の
発
掘
・
整
備
に
携
わ
っ
て
き
た
。

一
九
七
五
年
に
は
、
数
量
的
研
究
を
指
向
す
る
研
究
者
が
各
分
野
の
障
壁
を
越
え
て
一
同
に
集
ま
り
、
社
会
科
学
歴
史
学
会
ω
0
9
巴
ω
9
Φ
コ
8

黄
土
酔
。
受
》
ω
ω
o
o
㌶
訟
。
昌
が
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
浸
透
現
象
の
進
行
を
象
徴
的
に
表
す
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出
来
事
で
あ
っ
た
。

　
数
量
的
研
究
の
た
め
の
専
門
誌
も
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
発
刊
さ
れ
る
。
○
。
ミ
昼
ミ
馬
誘
§
織
妹
ぎ
ミ
嬢
国
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～
ー
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溜
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ミ
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旦
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ミ
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ミ
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§
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織
恥
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画
き
切
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9
ミ
の
職
恥
§
馬
越
象
。
遷
な
ど
の
雑
誌
は
、
数
量

的
方
法
に
関
す
る
議
論
と
数
量
的
研
究
に
よ
っ
て
大
部
分
を
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
歴
史
研
究
者
教
育
へ
の
数
量
的
方
法
の
導
入
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
例
と
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
の
場
合
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。
　
一
九
七
五
年
、

シ
カ
ゴ
大
学
で
は
博
士
号
の
取
得
希
望
者
に
対
し
、
体
系
的
に
数
量
的
方
法
を
教
授
す
る
試
み
を
開
始
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
歴
史
に
関
心
を

抱
く
い
く
つ
か
の
領
域
の
社
会
科
学
者
と
、
歴
史
学
科
に
属
し
実
際
に
数
量
的
方
法
を
自
己
の
研
究
に
応
用
し
た
実
績
の
あ
る
歴
史
家
と
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
　
「
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的
方
法
に
つ
い
て
の
委
員
会
」
6
0
導
臼
騨
＄
Φ
9
ρ
轟
蓉
諄
餌
げ
ぞ
①
竃
①
筈
。
伽
ω
言
田
富
け
。
蔓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
、
学
問
的
訓
練
を
施
し
て
い
る
。
同
様
の
試
み
は
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
A
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
大
学
に
お

い
て
も
進
行
中
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
浸
透
は
、
一
研
究
一
分
野
の
事
で
は
な
く
、
多
方
面
で
精
力
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
領
域
で
は
、
初
期
の
革
新
的
歴
史
家
達
の
後
に
第
二
世
代
が
膏
ち
、
層
の
厚
み
を
増
し
て
い
る
。
当
初
は
経
済
史
独

り
が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
漫
透
が
進
む
に
つ
れ
て
、
轡
型
野
間
に
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
、
歴
史
学
全
体
に
網
の
目
を

拡
げ
て
い
っ
た
。
目
を
転
ず
れ
ば
、
計
量
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
、
推
進
団
体
と
雑
誌
、
研
究
者
教
育
へ
の
適
用
と
い
っ
た
様
々
な
研
究
環
境

の
整
備
と
組
織
化
が
同
時
に
進
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
整
備
と
組
織
化
は
、
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
促
し
、
歴
史
学
の
数
量
化
と
い
う
流
れ
を
、

一
層
確
実
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
国
警
的
方
法
は
価
値
あ
る
公
認
の
武
器
と
し
て
歴
史
研
究
者
の
武
器
庫
に
収
め
ら
れ
、
数
量
的
方
法
と
い
う
唯
一
の
共
通
点
を

持
っ
た
「
数
量
的
歴
史
学
」
ρ
§
暮
詳
暮
貯
。
口
韓
。
蔓
あ
る
い
は
「
ニ
ュ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
客
。
≦
匹
ω
8
受
と
呼
ば
れ
る
歴
史
学
が
誕
生

　
　
　
　
　
⑭

し
た
の
で
あ
る
。
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

　
今
や
次
の
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
意
味
は
、
個
々
の
研
究
や
個
々
の
手
法
の
可
否
を
論
ず
る
事
に
よ
っ

て
は
尽
く
さ
れ
な
い
。
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
歴
史
学
の
内
部
に
お
げ
る
数
蟄
的
方
法
の
受
容
現
象
、
歴
史
学
の
数
量
化
の

意
味
な
の
で
あ
る
。

①
鰍
。
げ
昌
暮
雪
畠
角
9
＆
多
多
多
項
’
0
8
簿
P
．
、
国
8
き
ヨ
凶
。
遍
ぎ
。
曙
”

　
Q
っ
3
瓢
ω
銭
。
巴
H
ほ
魯
撃
8
㊤
旨
α
圖
8
”
o
ヨ
凶
。
餌
一
ω
8
蔓
”
、
、
§
墨
壷
ミ
起
ミ
ミ

　
穿
§
§
§
顛
無
。
莞
”
〈
9
ド
刈
（
H
）
Φ
O
Φ
巴
P
σ
Φ
目
　
H
り
㎝
『
）
り
鵠
令
窃
謹
’

②
ω
o
ヨ
冨
鎚
8
0
舞
口
曳
富
自
く
Φ
竃
㊦
夢
。
房
宣
朝
8
口
。
目
黒
。
出
一
ω
ε
蔓
は
経

　
済
史
研
究
に
数
量
的
方
法
を
使
用
す
る
事
に
興
味
を
抱
い
て
い
る
経
済
史
家
を
ア

　
メ
リ
カ
全
土
か
ら
集
め
る
事
を
目
的
に
開
か
れ
た
。

③
菊
9
①
鳥
≦
．
男
。
α
Q
⑦
押
．
．
掛
津
〇
三
ω
δ
口
巴
≦
o
毛
。
臨
荘
Φ
．
客
Φ
妻
図
。
8
0
旨
δ

　
¢
溢
8
蔓
．
り
．
、
さ
蕊
識
ら
§
晒
場
§
§
§
船
脚
ミ
§
り
く
o
一
■
鐙
（
蜜
9
団
お
黛
y
。
。
謡
I

　
G
。
◎
。
⑩
．

④
　
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
田
μ
の
前
掲
論
文
、
四
五
頁
参
照
。

⑤
　
切
。
σ
①
答
≦
G
悔
。
σ
q
o
押
鵠
ミ
ミ
。
ミ
恥
§
ミ
」
ミ
ミ
爵
§
桝
黛
§
§
§
O
き
§
ミ
㌧

　
偽
題
逗
恥
§
朝
8
噛
§
ミ
壁
軌
鳥
蔑
ミ
。
謎
触
一
㊤
0
劇
．

⑥
回
ぼ
O
こ
や
℃
■
δ
占
0

⑦
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
十
講
』
、
一
六
頁
－
一
七
頁
。

⑧
同
書
、
二
穴
頁
。
田
口
論
文
で
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
七
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
、
富

　
の
分
配
、
金
融
市
場
、
政
府
の
財
政
政
策
・
貨
幣
政
策
の
効
果
を
付
け
加
え
て
い

　
る
。
　
（
賑
口
、
前
掲
論
文
、
五
一
買
一
五
七
頁
。
）

⑨
ω
一
型
8
ψ
囚
器
器
β
〉
ミ
ご
｝
曽
ミ
§
6
翫
§
鱈
防
蝋
§
馬
肩
白
り
ち
陰
・

⑩
男
。
9
諄
図
．
O
巴
巨
窪
勺
．
．
嘩
8
。
・
累
欝
鉱
9
豪
富
。
曾
。
二
鵠
夢
Φ
q
良
8
畠

　
馨
纂
㊦
伊
H
Q
。
認
山
8
ρ
、
．
⑦
ミ
§
騎
§
密
偽
§
罵
§
ミ
｝
譜
ミ
満
ぐ
9
．
ω
O
（
ド
O
①
①
y

　
ω
1
♂
●
艶
受
壷
㎝
U
o
p
器
聖
”
O
≦
■
｝
O
o
｝
⑦
噂
鴨
ミ
乱
闘
導
。
謹
ミ
融
O
器
ミ
ミ

　
ま
％
恥
－
送
犠
℃
％
　
§
§
§
§
ミ
9
菱
駄
画
ミ
♪
　
一
〇
8
■
芝
■
ρ
缶
。
頃
ヨ
ρ
旨
P
b
蕊

　
ミ
暮
恥
ミ
ミ
駄
ミ
§
ミ
魯
ぎ
㍉
脚
咽
ミ
嵐
魯
ぎ
、
“
肋
ミ
§
博
」
§
馬
出
誉
恥
遣
蘭
潮
き
§
窄

　
§
蔑
9
搭
①
㎝
’
㎏
o
p
壁
画
鴛
o
N
9
〈
0
江
に
よ
る
ミ
亀
鼠
愚
ミ
§
ミ
ミ
導
馬
§
へ
．
馬
？

　
§
o
ミ
賠
瀞
§
ζ
ミ
亀
の
シ
リ
ー
ズ
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
規
模
で
の
経
済
成
長
の

　
推
計
作
業
は
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
提
唱
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
一
跨
切
縄
く
H
導
角
－

　
昌
僻
戴
。
β
巴
〉
ω
㎝
o
o
智
鉱
。
旨
h
o
巴
涛
。
。
。
㊦
弓
。
げ
一
昌
H
訂
o
o
諺
⑦
餌
瓢
α
≦
o
鶏
菩
に
よ

　
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。

⑬
冒
塁
鼠
鴛
。
N
。
壽
H
F
．
、
ρ
舞
望
洋
暮
貯
。
捨
象
。
蔓
”
”
、
智
§
ミ
ミ
G
§
－

　
鳳
§
愚
。
養
藁
ミ
無
。
迷
、
〈
o
　
ω
（
お
①
o
。
）
「
お
あ
挫

⑫
　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
十
鶉
附
』
、
二
三
二
百
バ
ー
二
九
六
頁
。

⑩
匿
坤
㊦
巴
宍
9
旨
巴
冒
ぎ
男
．
銀
Φ
器
さ
、
、
§
δ
団
。
。
琴
巨
。
。
。
。
h
2
甲

　
く
㊦
蔓
貯
隠
田
｝
簿
？
切
。
H
ご
旨
ω
o
蓬
髪
、
”
§
恥
智
§
ミ
ミ
穿
ミ
鳶
ミ
き
。
醤
－

　
§
§
〈
o
ド
①
①
（
》
鷲
置
お
ら
。
c
。
）
魑
譲
1
お
O
．

⑭
口
。
げ
。
算
芝
■
団
。
σ
q
。
一
ぎ
α
o
。
訂
導
亀
ピ
■
国
品
霞
ヨ
霞
サ
§
9
ソ
罵
§
賊
ぎ

　
O
さ
鈎
∵
§
馬
騨
§
§
§
偽
。
＼
さ
ミ
嵐
ら
§
〉
げ
鷺
。
い
ミ
鯉
恥
迷
悔
ち
謡
．

⑧
H
三
畠
こ
や
や
令
9

⑯
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
十
講
』
、
六
〇
頁
i
六
一
頁
。

⑰
毒
筥
冨
ヨ
ρ
》
犠
。
δ
窪
ρ
．
．
＜
。
剛
堅
浮
輪
。
讐
ω
貯
窪
。
し
ご
簿
更
け
¢
o
島
①

　
o
h
O
o
ヨ
ヨ
。
屋
貯
菖
δ
H
o
。
お
ρ
．
”
O
o
ミ
特
ミ
・
ミ
き
口
論
ミ
ミ
a
註
恥
。
職
馬
ミ
§
蕊

　
ミ
無
。
§
切
（
冒
暑
錠
｝
、
一
①
①
・
。
）
弘
。
。
躰
占
8
．

⑲
囲
匡
。
こ
δ
？
δ
の
．

⑲
　
≧
㌶
昌
O
．
切
。
σ
q
き
層
、
．
彰
o
o
窪
邑
勺
霞
芝
貯
跨
。
α
鉦
9
α
o
り
酔
舞
。
㏄
ω
8
－

　
葺
臼
一
〇
。
曾
占
。
。
⑦
Q
。
曜
、
、
9
ミ
脳
｝
§
憶
ミ
無
。
多
門
雛
（
お
①
“
）
葡
b
。
b
。
一
も
陰
．
一
⑦
δ
旨
。

73 （365）



　
ン
β
　
O
一
歳
げ
σ
帥
昌
α
　
鵠
O
♂
く
ρ
H
山
≦
．
｝
一
一
〇
郡
噂
、
腎
勺
ゆ
融
け
団
U
O
団
P
一
け
団
　
画
鄭
げ
び
O
　
勺
N
O
一

　
σ
q
憎
㊦
ω
凄
く
Φ
　
く
㊦
P
門
ω
”
用
げ
O
紛
O
コ
ρ
睦
◎
篭
り
O
㊤
i
一
〇
一
G
月
”
”
一
旨
N
ミ
、
廊
窺
N
9
㍉
㌻
ミ
騎
“
吻
”
卜
5
0

　
（
一
㊤
①
“
y
α
の
“
1
α
o
o
樫

⑳
℃
竃
首
厚
く
嘗
9
ヨ
同
8
び
．
．
薯
δ
細
書
勺
。
葺
8
巴
譲
段
。
蔓
師
騨
£
器
。
・
。
・

　
9
三
島
℃
M
．
O
q
o
℃
①
O
叶
Q
Q
噛
讐
讐
O
O
ミ
特
旨
誉
誘
　
袋
遷
秘
熱
偽
　
顛
も
ミ
§
嵐
亀
禽
℃
＜
O
パ
　
ド
一
　
（
H
㊤
醐
◎
◎
）
”

　
ト
ニ
Φ
α
1
ゆ
刈
Q
Q
・

⑪
　
　
臼
の
〇
一
山
国
・
膨
σ
一
①
鈍
、
偽
諺
口
　
鎗
昌
巴
楓
ω
貯
　
O
剛
屠
凶
昌
O
挫
O
畑
切
字
げ
－
6
0
昌
け
篇
『
矯
萄
州
O
コ
ー

　
賦
O
h
勺
O
℃
q
一
9
諜
O
自
ω
層
曽
”
b
ミ
嵩
O
偽
凌
慧
黛
噛
ト
つ
　
（
司
り
恥
軌
）
句
Q
ゆ
¢
り
…
蒔
一
ら
◎
¶

＠
　
　
ω
叶
⑦
℃
げ
騨
昌
↓
プ
①
増
切
o
o
け
同
O
ヨ
℃
§
馬
O
き
恥
日
切
O
無
O
醤
帖
貸
醤
の
り
　
凄
q
馬
篭
黛
＆
壽
亀
等
O
一

　
恥
喚
馬
恥
恥
帖
醤
馬
瀞
恥
箆
篭
罵
蔑
偽
a
噛
贈
§
讐
O
憾
O
ミ
勲
嵐
艶
恥
O
一
楓
心
N
O
噛
回
Φ
刈
Q
Q
伽

⑳
）
　
国
O
げ
O
圏
け
勺
。
o
り
ぞ
一
〇
理
O
ロ
α
q
P
．
、
O
＝
O
㊤
β
山
O
O
ヨ
℃
鐸
け
O
同
o
o
”
ω
鎧
円
〈
Φ
矯
O
h
O
O
臼
一

　
や
虚
仲
O
凱
N
①
縣
菊
Φ
ω
Φ
”
吋
0
7
一
口
野
尻
野
鴨
O
団
層
、
”
O
S
㍊
感
寒
萄
越
境
遮
恥
熱
恥
奪
購
騒
謡
斜
凄
赴
富
勲

　
く
O
一
，
窃
　
（
μ
㊤
刈
O
y
H
刈
．

⑳
＞
　
H
げ
一
㎝
こ
H
“
一
H
Q
g
．

⑳
　
　
男
一
〇
げ
，
円
山
ピ
・
冨
①
H
目
諄
貯
　
．
、
↓
『
O
　
国
日
Φ
H
α
q
O
昌
O
O
　
O
h
　
｝
導
O
は
O
P
路
2
P
臨
O
ロ
ー

　
帥
犀
㎝
日
“
》
ρ
9
9
¢
該
峠
ρ
菖
く
Φ
》
娼
℃
け
O
P
O
げ
魑
讐
い
缶
駿
罵
試
“
黛
蕊
O
羅
犠
識
恥
㌣
ミ
”
同
“
（
ω
鐸
導
一

　
日
O
見
回
Φ
の
朝
）
噌
ω
一
〇
一
G
Q
も
ゆ
9

⑳
0
9
ユ
⑦
ω
罫
U
o
ぎ
」
．
、
冒
き
奏
江
。
¢
貯
匹
。
・
8
誉
二
男
¢
蛋
白
。
汀
跨

　
O
O
ヨ
℃
自
仲
O
同
》
℃
℃
H
O
P
O
げ
噂
馬
．
O
O
§
特
窯
誉
蕊
翁
匿
秘
簿
馬
鱒
“
§
§
賦
職
恥
勲
く
O
μ
．
ω
（
H
㊤

　
①
㊤
）
層
H
る
◎
㊤
・

⑳
o
Q
三
興
。
凝
p
、
、
Ω
δ
勲
巳
∩
o
ヨ
℃
簿
2
ρ
、
、
p
。
¶

㊧
　
　
銀
①
ユ
O
O
蝿
同
¢
り
O
枠
9
一
二
§
恥
旨
§
詠
執
詫
偽
O
、
黛
嵩
　
』
§
馬
蕊
鳥
黛
嵩
　
G
O
§
遣
ミ
ミ
職
艦
黛
、

　
箆
沖
州
門
門
砺
計
“
亀
9
㍉
U
ミ
嵩
O
“
唾
袋
ミ
門
限
a
等
O
壽
ミ
馬
喚
G
9
ミ
質
受
・
一
の
㎝
ρ
切
①
目
コ
ρ
『
伽

　
切
ρ
一
口
矯
切
P
P
畠
ピ
O
伴
叶
O
b
δ
帥
鴬
囮
鵠
讐
勾
§
恥
砺
窺
飾
瀞
楠
務
ミ
鳳
砺
砺
潮
眺
憾
特
臨
監
㍗
　
楓
甑
℃
圃
一
己
憶
域
へ
．
．
抵

　
恥
鳳
黛
獄
恥
裁
昏
翁
N
騎
蝋
畿
亀
”
一
㊤
窃
り
．

　
　
　
カ
ー
テ
ィ
は
セ
ン
サ
ス
か
ら
約
一
七
〇
〇
〇
枚
の
カ
ー
ド
に
、
ベ
イ
リ
ン
は
マ

　
サ
チ
ェ
ー
セ
ッ
ツ
の
船
舶
登
録
簿
か
ら
豊
年
〇
〇
枚
余
の
カ
ー
ド
に
デ
ー
タ
を
転

　
認
し
、
．
統
計
値
を
算
出
し
た
。

⑳
　
だ
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コ
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ー
タ
を
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用
す

　
る
歴
史
家
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近
い
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印
す
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来
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閃
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回
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析

　
セ
ミ
ナ
ー
（
一
九
七
九
年
十
一
月
九
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十
日
、
岡
士
心
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
主

　
催
）
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お
け
る
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H
d
O
男
切
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タ
・
ア
ー
カ
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宅
一
郎
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。
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二
　
数
量
的
方
法
の
推
進
者

数
最
的
方
法
は
、
　
一
領
域
の
革
新
と
し
て
で
は
な
く
、
歴
史
学
全
体
に
亙
る
方
法
的
革
新
と
し
て
発
展
を
見
せ
た
が
、
受
容
の
進
行
と
と
も



現代歴史学と数量的方法（芝井）

に
、
伝
統
的
歴
史
学
か
ら
数
量
的
方
法
に
対
し
て
数
々
の
批
判
が
加
え
ら
れ
、
数
量
的
歴
史
家
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
応
え
る
事
を
通
し
て
、

数
量
的
方
法
の
意
味
・
役
割
、
更
に
歴
史
学
の
あ
り
方
と
い
っ
た
問
題
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。
批
判
へ
の
対
応
は
総
じ
て
穏
和
で
あ
り
、
伝

統
的
歴
史
学
と
の
正
面
か
ら
の
対
決
は
團
避
さ
れ
た
が
、
部
分
的
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
伝
統
的
な
歴
史
学
観
か
ら
の
離
陸
が
見
ら
れ

た
。
こ
こ
で
は
、
数
量
的
歴
史
学
の
方
法
論
的
リ
ー
ダ
ー
、
政
治
史
家
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
と
経
済
史
家
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
立
場
を
検
討
し
て
み
よ

・
つ
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
一
九
六
六
年
、
　
「
鷹
史
学
に
お
け
る
数
蚤
化
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
、
数
量
的
方
法
に
対
す
る
批
判
に
応
え
、
数
量
的

方
法
の
役
割
を
確
定
し
よ
う
と
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
数
量
的
方
法
に
対
す
る
批
判
は
、
ω
数
量
的
方
法
を
使
用
し
た
個
別
研
究
の
価
値
に
つ

い
て
、
②
歴
史
家
が
利
用
で
き
る
史
料
の
限
界
に
つ
い
て
、
③
数
量
的
研
究
の
成
果
の
信
頼
性
に
つ
い
て
、
ω
数
量
的
方
法
の
有
効
性
と
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

性
に
つ
い
て
の
四
点
に
亙
っ
て
い
る
。

　
ω
の
個
別
研
究
の
価
値
に
つ
い
て
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
数
量
的
方
法
の
誤
用
・
乱
用
に
よ
っ
て
誤
っ
た
結
論
に
導
か
れ
て
い
る
例
を
認
め
な

が
ら
、
数
量
的
方
法
を
個
々
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
み
で
判
断
す
る
の
は
公
平
な
態
度
で
は
な
い
と
考
え
る
。
パ
イ
オ
ニ
ア
が
犯
し
が
ち
な
初
歩
的

な
誤
ち
は
、
数
量
的
方
法
が
十
分
に
浸
透
す
れ
ば
解
消
さ
れ
る
問
題
だ
か
ら
、
そ
れ
を
も
っ
て
数
素
的
方
法
を
批
判
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
雷

　
　
　
　
③

う
の
で
あ
る
。

　
②
の
史
料
の
限
界
に
つ
い
て
、
エ
イ
デ
ロ
ヅ
ト
は
数
鐙
的
方
法
の
適
用
範
囲
が
史
料
の
有
無
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
事
を
、
当
然
の
事

だ
と
認
め
る
。
歴
史
研
究
に
と
っ
て
の
情
報
は
、
現
代
社
会
を
研
究
す
る
研
究
者
と
比
べ
て
、
最
強
に
も
質
的
に
も
限
定
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン

サ
ス
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
欠
落
部
分
が
あ
っ
た
り
、
曖
昧
な
当
時
の
使
用
法
に
よ
る
用
語
で
記
載
さ
れ
て
い
た
り
す
る
た
め
に
、
十
分

な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
数
墨
的
方
法
の
適
用
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
研
究
対
象
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

数
量
的
方
法
は
、
適
用
可
能
な
対
象
に
対
し
て
は
、
極
め
て
有
効
で
、
時
に
大
変
興
味
深
い
分
析
結
果
を
も
た
ら
す
。
彪
大
な
デ
ー
タ
が
存
在

し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
存
在
し
た
が
故
に
、
十
分
な
分
析
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
領
域
で
は
、
セ
ン
サ
ス
、
微
税
簿
、
投
票
記
録
な
ど
の
未
使
用
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⑧

デ
ー
タ
が
発
掘
さ
れ
、
分
析
に
か
け
ら
れ
た
。
数
三
斜
方
法
の
導
入
な
く
し
て
は
、
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
で
あ
る
。
結
局
エ
イ
デ
4
ッ
ト
は
、

数
鑓
的
方
法
の
適
用
に
限
界
が
あ
る
事
を
認
め
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
史
料
の
限
界
は
、
他
の
ど
ん
な
方
法
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
ろ
の
歴
史
研
究
に
基
本
的
な
制
約
で
あ
っ
て
、
数
量
的
方
法
自
体
の
責
任
で
は
な
い
と
言
う
。

　
㈲
の
成
果
の
信
頼
性
に
つ
い
て
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
、
信
頼
性
に
対
す
る
批
判
は
数
量
的
方
法
の
分
析
結
果
と
そ
の
解
釈
を
混
同
す
る
誤
り

を
犯
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
統
計
分
析
は
単
な
る
証
拠
の
便
利
な
整
理
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
占
め
る
位
置
は
歴
史
研
究
の
一
部
分

で
し
か
な
い
。
龍
燈
的
研
究
に
お
い
て
も
、
数
量
的
方
法
の
分
析
結
果
と
は
別
に
、
証
拠
に
よ
っ
て
は
証
明
さ
れ
え
な
い
仮
定
や
結
果
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
の
評
価
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
想
像
や
直
感
、
理
解
や
追
体
験
と
い
っ
た
伝
統
的
な
方
法
と
数
量
的
方
法
は
両
立
す
る
。

　
ω
の
数
量
的
方
法
の
重
要
性
、
言
い
換
え
れ
ば
役
割
に
つ
い
て
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
そ
れ
を
一
般
化
に
で
は
な
く
、
命
題
の
検
証
に
求
め
た
。

数
量
的
方
法
は
証
拠
の
整
理
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
は
通
説
に
代
わ
る
新
た
な
一
般
化
が
生
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
が
、
一
方
通
説
に
対
し
て

は
数
蚤
的
方
法
を
用
い
て
検
証
を
行
な
う
事
が
出
来
る
。
た
と
え
、
検
証
作
業
の
結
果
、
通
説
が
反
証
さ
れ
ず
、
単
に
通
説
を
支
持
す
る
だ
け

に
終
わ
っ
た
場
合
で
も
、
通
説
に
星
的
支
持
を
与
え
た
事
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
検
証
作
業
の
結
果
が
通
説
と
大
き
く
異
な

っ
た
場
合
に
は
、
観
念
的
反
論
や
質
的
な
異
例
に
出
合
っ
た
時
と
比
べ
て
、
通
説
は
一
段
と
困
難
な
立
場
に
追
い
込
ま
れ
、
自
ち
の
証
を
要
求

　
　
⑦

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
、
数
董
的
方
法
へ
の
批
判
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
い
ず
れ
も
数
量
的
方
法
に
対
す
る
誤
解
か
ら
発
し
て
い
る
と
言
う
。

彼
が
主
張
す
る
数
墨
的
方
法
の
役
割
は
、
あ
く
ま
で
一
般
的
命
題
を
検
証
す
る
手
段
に
あ
っ
た
。
従
来
、
歴
史
家
が
一
般
的
寒
明
を
行
な
う
際

に
使
用
し
て
き
た
、
　
「
典
型
的
な
」
　
「
代
表
的
な
」
　
「
重
要
な
」
　
「
広
汎
な
」
　
「
成
長
し
て
い
る
」
　
「
強
烈
な
」
な
ど
の
形
容
詞
は
、
い
ず
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
暗
黙
の
内
に
数
量
的
表
現
を
内
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
数
貴
的
標
識
を
付
与
す
る
事
に
よ
っ
て
、
明
示
的
な
検
証
が
可
能
に
な
る
。

数
量
的
方
法
の
批
判
者
は
、
あ
り
も
し
な
い
数
量
的
方
法
の
役
割
を
追
い
求
め
る
事
に
よ
っ
て
、
数
量
的
方
法
に
過
大
な
役
割
を
期
待
す
る
楽

観
論
者
と
同
じ
誤
り
に
陥
っ
て
い
る
と
彼
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
一
般
命
題
を
よ
り
厳
密
に
明
示
的
に
検
証
す
る
手
段
と
し
て
の
数
量
的
方
法
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現f歴史学と数量的方法（芝井）

は
、
基
本
的
に
は
証
拠
の
便
利
な
整
理
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
範
囲
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
限
定
の
下
で
は
十
分
な
有
効
性
を
発
揮

す
る
事
が
出
来
る
。
彼
の
言
葉
に
従
え
ば
、
歴
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
数
量
的
方
法
を
使
用
す
る
か
否
か
と
い
う
事
で
は
な
く
、
　
「
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

題
の
重
要
性
、
豊
か
さ
、
僑
頼
性
、
証
拠
と
の
関
連
、
と
り
わ
け
、
研
究
を
支
え
る
知
性
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
彼
自
身
、
　
「
数
量
的
方
法
に
対
す
る
私
の
立
場
は
、
や
や
保
守
的
で
懐
疑
的
で
あ
る
」
と
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
場
合
、
数
量
的
方
法

の
意
味
を
、
歴
史
学
の
あ
り
方
と
い
う
問
題
と
関
わ
ら
せ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
数
量
的
方
法
の
有
効
性
と
は
、
あ
く
ま
で
研
究
戦
略
上
の

有
効
性
に
す
ぎ
ず
、
何
事
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
実
際
上
有
効
な
手
段
と
認
め
う
る
な
ら
、
存
分
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
数

量
的
方
法
を
弁
護
す
る
に
了
つ
た
。

　
一
方
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
旗
手
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
数
量
的
方
法
の
使
用
を
主
張
す
る
最
大
の
理
由
は
、
数
量
的
方
法

の
明
示
的
性
格
で
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
、
　
『
ア
メ
リ
カ
経
済
発
展
の
再
考
察
』
の
第
三
講
、
　
「
歴
史
研
究
へ
の
数
学
モ
デ
ル
適
用
の
方
法
論

平
間
題
」
の
中
で
、
彼
は
、
ω
自
然
科
学
と
は
異
な
る
人
間
行
動
の
科
学
で
あ
る
歴
史
学
に
数
学
を
応
用
す
る
事
の
妥
当
性
、
②
事
実
に
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

仮
定
を
設
定
す
る
事
の
正
当
性
、
③
事
実
に
な
い
仮
定
を
含
む
モ
デ
ル
の
検
証
可
能
性
の
三
つ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ω
の

主
張
に
的
を
絞
っ
て
紹
介
す
る
。

　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
方
法
に
対
す
る
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
、
自
分
達
の
や
っ
て
い
る
事
が
、
何

も
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
事
を
示
そ
う
と
す
る
。
彼
は
歴
史
研
究
に
数
学
を
取
り
入
れ
る
事
は
、
以
前
の
古
い
タ
イ
プ
の
経
済
史
に
お
い
て

も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
と
言
ゆ
従
・
て
・
数
学
の
鯖
に
よ
・
て
・
ニ
ュ
ー
三
ヲ
ミ
・
ク
●
ヒ
ス
ト
リ
墨
特
後
づ
け
た
り
・

批
判
す
る
事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
も
し
数
学
の
使
用
の
仕
方
の
点
で
、
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
古
い
タ
イ
プ
の
経
済

史
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
前
者
が
数
学
の
使
用
を
よ
り
明
示
的
に
行
な
っ
て
い
る
事
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ォ
」
ゲ

ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
以
前
の
研
究
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
数
学
記
号
も
、
あ
か
ら
さ
ま
な
数
式
も
あ
ら
わ
れ
て
は
こ
な
い
が
、
経
済
史
の
研
究
に
は
常
に
数
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学
が
あ
っ
た
事
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
古
い
タ
イ
プ
の
経
済
史
の
数
学
は
、
潜
在
的
で
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
隠
れ
た
、
人
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
に
っ
か
な
い
、
そ
っ
と
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」

　
数
学
の
明
示
的
使
用
は
、
暗
黙
の
内
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
数
学
的
関
係
を
取
り
軽
し
、
そ
の
関
係
が
、
現
実
の
デ
ー
タ
を
正
し
く
反
映
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
検
討
可
能
に
す
る
。
加
え
て
、
従
来
、
十
分
な
理
論
的
検
討
が
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
主
張
さ
れ
て
き
た
因
果
関
係
の
推
測

を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
長
か
ら
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
数
蚤
的
方
法
の
厳
密
で
明
示
的
な
使
用
に
よ
っ
て
、
経
済
史
研
究
が
経
済
学
的
に
よ

り
厳
密
で
客
観
性
の
高
い
も
の
に
な
る
事
を
期
待
し
え
た
の
で
あ
る
。

　
明
示
的
性
格
の
強
調
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
学
の
あ
り
方
に
対
す
る
態
度
は
、
保
守
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
九
七
五
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

「
歴
史
学
に
お
け
る
数
燈
的
方
法
の
限
界
」
と
題
す
る
彼
の
論
文
を
見
れ
ば
、
彼
の
立
場
は
明
瞭
な
も
の
と
な
る
。

　
こ
の
論
文
の
中
で
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
「
数
量
的
方
法
は
歴
史
学
を
科
学
的
な
も
の
に
す
る
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、
明
確
に
「
否
」
と
答

　
　
　
⑯

え
て
い
る
。
科
学
的
で
あ
る
事
と
科
学
の
成
果
を
使
用
す
る
事
は
、
明
確
に
区
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
数
量
的
方
法
の
使
用
が
我
々
に
教
え

た
の
は
、
歴
史
学
が
一
つ
の
社
会
科
学
に
変
わ
り
う
る
と
い
う
事
で
は
な
く
、
人
文
科
学
に
お
い
て
も
社
会
科
学
的
方
法
が
唐
効
で
あ
る
と
い

う
事
で
あ
る
。
奴
隷
鰯
研
究
に
お
け
る
画
期
的
業
績
と
欝
わ
れ
る
験
§
恥
§
き
馬
G
き
毯
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
以
前
の
奴
隷
捌
研
究
と
比

べ
て
画
期
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
よ
り
科
学
的
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
社
会
科
学
の
成
果
に
よ
り
大
き
く
依
存
し
て
い
る
か
ら
だ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
主
張
し
た
。

　
歴
史
学
に
お
け
る
叙
述
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
彼
の
主
張
は
伝
統
的
な
立
場
を
踏
み
は
ず
し
て
い
な
い
。
歴
史
叙
述
と
は
歴
史
的
総
舎
の
作

業
で
あ
っ
て
、
こ
の
作
業
は
社
会
科
学
の
取
り
扱
う
範
囲
を
越
え
た
歴
史
研
究
に
独
自
な
作
業
で
あ
る
。
こ
の
最
終
的
な
歴
史
研
究
と
し
て
の

歴
史
的
総
合
が
歴
史
学
に
と
っ
て
不
可
欠
な
一
部
分
で
あ
る
限
り
、
歴
史
学
の
文
学
的
性
格
は
保
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は

主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
と
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
方
法
論
的
主
張
は
、
以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
穏
和
な
も
の
で
あ
っ
た
。
壷
鐙
的
方
法
へ
の
批
判
に
対
し
て
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

は
、
数
董
的
方
法
の
限
界
を
謙
虚
に
認
め
、
伝
統
的
な
歴
史
研
究
と
の
連
続
性
を
強
調
す
る
事
で
、
正
面
か
ら
の
対
決
を
回
避
し
た
。
に
も
拘

ら
ず
、
彼
ら
の
主
張
の
根
底
に
は
、
伝
統
的
な
歴
史
研
究
の
信
念
と
は
相
容
れ
な
い
方
法
論
的
意
味
が
存
在
し
た
事
を
、
君
過
し
て
は
な
ら
な

い
。　

そ
れ
は
、
　
「
人
文
科
学
に
お
い
て
も
桂
会
科
学
的
方
法
が
有
効
で
あ
る
」
と
す
る
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
主
張
を
吟
味
す
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
。
こ

う
主
張
す
る
事
は
、
理
解
と
い
う
方
法
こ
そ
歴
史
学
に
固
有
の
認
識
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
歴
史
学
は
自
然
科
学
や
社
会
科
学
か
ら
峻
別
さ

れ
る
と
す
る
方
法
論
的
二
元
論
の
正
当
性
を
動
揺
さ
せ
、
限
定
つ
き
な
が
ら
科
学
の
方
法
論
的
＝
兀
化
を
認
め
る
事
を
意
味
す
る
。
事
忌
的
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

法
を
使
用
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
　
「
数
学
能
力
と
い
う
歴
史
研
究
に
と
っ
て
は
従
来
対
極
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
能
力
が
必
要
」
で
あ
る
ば

か
り
か
、
一
般
的
仮
説
と
七
て
の
理
論
や
モ
デ
ル
か
ら
の
演
繹
に
よ
っ
て
個
別
的
事
象
が
説
明
さ
れ
る
事
と
な
り
、
個
別
的
事
象
を
、
そ
の
歴

史
的
一
回
性
に
お
い
て
想
像
的
に
理
解
す
る
と
い
う
方
法
論
的
立
場
は
否
定
さ
れ
る
事
と
な
る
。

　
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
言
う
よ
う
に
、
数
量
的
方
法
の
適
用
の
拡
大
が
、
す
ぐ
さ
ま
歴
史
学
の
社
会
科
学
化
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

数
量
的
方
法
が
、
一
般
的
仮
説
か
ら
の
演
繹
に
よ
っ
て
個
別
的
事
象
を
説
明
す
る
事
を
前
提
と
す
る
仮
説
演
繹
理
論
に
立
脚
し
た
研
究
過
程
と
、

不
可
分
で
あ
る
事
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
数
量
的
方
法
は
、
よ
り
体
系
的
で
厳
密
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
よ
り
科
学
的
で
精
密
な

仮
説
構
成
を
促
し
て
き
た
。

　
こ
の
事
は
、
エ
イ
デ
p
ッ
ト
と
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
と
も
に
強
調
し
た
明
示
性
の
持
つ
意
味
を
尋
ね
る
事
に
よ
っ
て
一
層
明
ら
か
に
な
る
。
明
示

的
に
構
成
さ
れ
た
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、
理
論
的
考
察
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
分
析
を
必
要
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
問
題
を
構
成
す
る

い
く
つ
か
の
命
題
に
お
い
て
、
用
語
や
概
念
の
厳
格
で
明
示
的
な
定
義
を
必
要
と
す
る
。
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
は
、
従
来
歴
史
学
が
検
証
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
、
古
い
タ
イ
プ
の
経
済
史
の
通
説
を
反
証
可
能
で
錦
手
的
な
命
題
に
書
き
換
え
、
経
済
理
論
と

デ
ー
タ
に
よ
っ
て
検
証
し
た
の
は
、
そ
の
通
説
が
経
済
学
か
ら
見
て
十
分
な
検
証
を
経
ず
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
両
者
に
共
通

す
る
の
は
、
叙
述
の
中
で
暗
黙
の
内
に
展
開
さ
れ
て
い
た
従
来
の
仮
説
を
よ
り
明
示
的
に
再
構
成
し
、
よ
り
厳
密
に
検
証
す
る
事
で
あ
っ
た
。
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こ
う
主
張
す
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
よ
り
客
観
的
で
厳
密
な
探
求
と
説
明
の
様
式
を
、
そ
れ
こ
そ
暗
黙
の
内
に
歴
史
学
に
要
求
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
彼
ら
の
主
張
の
意
味
を
尋
ね
る
余
り
、
そ
の
意
味
を
過
大
評
価
す
る
事
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
数
量
的
方
法
の
適
用
が
進
行
す
る
に
つ
れ

て
一
段
と
激
し
さ
を
増
し
た
伝
統
的
歴
史
研
究
者
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
数
蚤
的
歴
史
家

は
、
伝
統
的
歴
史
学
と
の
連
続
性
を
一
層
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
数
量
的
方
法
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
問
題
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
。
数
量
的

方
法
の
適
用
は
歴
史
学
の
社
会
科
学
化
を
意
味
し
な
い
。
歴
史
的
総
合
と
い
う
歴
史
学
独
自
の
課
題
は
社
会
科
学
を
越
え
て
い
る
。
歴
史
学
は

や
は
り
人
文
科
学
で
あ
り
文
学
作
贔
と
し
て
の
叙
述
性
は
保
持
さ
れ
る
べ
き
だ
。
こ
う
主
張
す
る
事
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
数
量
的
方
法
の
浸
透

を
弁
護
し
、
歴
史
学
の
独
自
性
を
守
ろ
う
と
し
た
。

　
彼
ら
は
、
数
量
的
方
法
の
意
味
を
、
基
本
的
に
は
手
段
と
し
て
の
有
効
性
に
求
め
て
い
た
。
　
「
有
効
で
あ
る
な
ら
有
効
で
あ
る
と
言
っ
た
方

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
い
い
」
と
い
う
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
の
言
葉
に
、
　
「
人
文
科
学
に
お
い
て
も
社
会
科
学
的
方
法
が
有
効
で
あ
る
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
言
葉
に
、

彼
ら
が
専
ら
数
量
的
方
法
を
手
段
と
見
な
し
て
い
た
事
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
彼
ら
が
数
董
的
方
法
の
意
味
と
し
て
言
及
し
た
検
証
や
明
示
性
は
、
研
究
過
程
全
般
に
亙
る
仮
説
演
繹
論
の
採
用
、
よ
り
客
観
的
で

厳
密
な
探
求
と
説
明
の
様
式
の
採
用
を
暗
示
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
界
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
浸
透
と
い
う
現
象
は
、
科
学
一
般
が

共
通
す
る
研
究
の
あ
り
方
、
換
言
す
れ
ば
探
求
と
説
明
の
科
学
的
様
式
を
、
歴
史
学
も
ま
た
、
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
を
如
実
に
表
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
数
最
的
歴
史
家
は
、
歴
史
学
に
と
っ
て

数
量
的
方
法
の
意
味
す
る
も
の
を
捉
え
そ
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
轍
を
踏
ま
ぬ
た
め
に
も
、
我
々
は
手
段
と
し
て
の
数
量
的
方
法
と
い

う
把
握
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の
浸
透
現
象
の
意
味
を
深
く
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
　
≦
籠
昼
鼻
ρ
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団
9
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簿
ρ
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ρ
肖
㊤
馨
雛
。
舞
ε
p
ぼ
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．
抵
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ミ
§
”
〈
9
譲
（
諺
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⑦
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O
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1
。
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謡
・

②
H
ぼ
O
こ
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8
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③
H
げ
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‘
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。
H
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④
　
目
び
答
二
Q
。
一
？
Q
。
δ
．

◎
　
統
計
で
処
理
で
き
る
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
所
で
は
、
歴
史
研
究
は
大
変
困
難

　
に
な
る
。
史
料
が
疑
わ
し
い
聴
や
欠
如
し
て
い
る
時
に
、
印
象
主
義
的
主
観
的
な

　
や
り
方
が
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
う
る
と
は
思
え
な
い
と
エ
イ
デ
ロ
ヅ
ト
は
言
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歴
史
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し
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数
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浸
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

三
　
数
量
的
方
法
の
有
効
性
と
役
割

　
数
量
的
方
法
が
、
歴
史
学
の
研
究
過
程
に
お
い
て
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す
か
と
い
う
事
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
数
量
的
方
法
一
般
、
あ
る

い
は
対
象
の
数
理
的
認
識
一
般
の
特
長
を
見
て
み
た
い
。
そ
れ
は
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
第
一
に
、
記
号
論
理
学
を
基
礎
と
す
る
演
繹
論
理
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
対
象
に
数
学
的
標
識
を
付
与
し
、
こ
れ
に
数
学
的
処
理
を
加
え

る
事
は
、
処
理
過
程
に
お
い
て
、
記
号
論
理
学
に
基
づ
く
演
繹
論
理
の
使
用
を
強
制
す
る
事
を
示
す
。
演
繹
論
理
の
使
用
は
、
結
論
の
正
確
さ

と
結
論
の
適
用
範
囲
の
明
確
な
限
定
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
前
提
か
ら
結
論
に
至
る
論
理
的
筋
道
の
正
確
さ
を
保
証
す
る
。
当
然
の
事
な
が
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ら
、
こ
の
事
は
研
究
過
程
と
理
論
に
お
け
る
内
的
整
合
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
事
に
な
る
。

　
我
々
は
問
題
意
識
に
導
か
れ
て
、
認
識
の
枠
組
と
い
う
変
換
項
を
通
し
て
対
象
世
界
か
ら
様
々
な
方
法
を
使
っ
て
情
報
を
切
り
出
し
て
く
る

の
だ
が
、
こ
の
事
は
、
往
々
に
し
て
、
初
め
か
ら
一
定
の
結
論
を
期
待
し
、
そ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
デ
ー
タ
を
ゆ
が
め
な
が
ら
処
理
し
て
い

く
危
険
性
を
予
想
さ
せ
る
。
事
実
、
日
常
世
界
で
は
粗
雑
な
一
般
化
や
不
正
確
な
推
論
、
理
由
づ
け
が
常
態
と
な
っ
て
い
る
。
演
繹
論
理
の
使

用
は
、
臼
常
言
語
の
多
義
性
に
乗
っ
か
っ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
や
言
い
抜
け
な
ど
に
よ
っ
て
、
知
ら
ぬ
問
に
論
理
的
筋
道
が
歪
め
ら
れ
、
い
か
に
も

も
っ
と
も
ら
し
い
が
誤
っ
て
い
る
結
論
へ
と
導
か
れ
る
危
険
を
、
未
然
に
防
ぐ
役
割
を
果
た
す
。

　
演
繹
論
理
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
研
究
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
の
明
示
性
が
前
提
と

な
る
。
曖
昧
さ
を
含
ま
な
い
用
語
や
概
念
、
明
示
的
に
構
成
さ
れ
た
仮
説
や
モ
デ
ル
は
、
検
証
過
程
に
お
い
て
命
題
の
反
証
可
能
性
を
著
し
く

高
め
る
。
検
証
を
目
的
と
し
て
数
盈
的
方
法
を
使
用
す
る
場
合
に
も
、
質
的
な
表
現
方
法
を
と
る
異
例
が
仮
説
に
対
し
て
十
分
な
反
証
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

難
い
の
に
対
し
て
、
量
的
な
表
現
方
法
に
よ
る
異
例
は
、
最
も
雷
い
抜
け
を
許
さ
な
い
反
例
と
し
て
、
仮
説
に
突
き
つ
け
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
簡
潔
性
、
あ
る
い
は
そ
こ
か
ら
生
ず
る
生
産
性
や
経
済
性
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
数
量
的
表
現
は
知
識
の
集
約
化
と
い
う
側
面

を
持
っ
て
い
て
、
同
じ
長
さ
の
表
現
の
中
に
含
ま
れ
る
情
報
量
を
、
数
量
的
表
現
と
記
述
的
表
現
の
両
方
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者

の
方
が
圧
倒
的
に
大
き
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
記
述
的
表
現
に
も
暗
黙
の
数
量
的
内
容
を
含
む
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
正
確
に
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
た
め
に
は
、
数
量
的
表
現
を
使
用
し
た
場
舎
よ
り
、
大
き
な
記
憶
量
を
必
要
と
す
る
。
例
え
ば
、
　
「
か
な
り
強
い
」
　
「
根
当
強
い
」
　
「
普

通
以
上
の
強
さ
だ
」
　
「
極
め
て
強
い
と
は
言
え
な
い
」
な
ど
の
記
述
的
表
現
が
、
一
体
ど
う
い
う
順
序
で
並
ん
で
い
る
の
か
、
明
確
に
捉
え
る

事
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
し
、
何
ら
か
の
規
定
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
現
わ
れ
る
「
強
さ
」
の
順
序
づ
け
を
行
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
正
確
に
理
解
し
使
用
す
る
た
め
の
記
憶
負
荷
は
、
大
変
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
閥
題
と
な
っ
て
い
る
対
象
の
強
さ
を
尺
度

化
し
、
こ
れ
に
数
量
的
表
現
を
与
え
る
な
ら
ば
、
強
さ
の
程
度
は
、
数
値
の
大
小
関
係
に
移
行
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
数
鐙
的
表

現
は
、
二
つ
の
点
で
知
識
の
集
約
化
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
第
三
に
、
数
量
的
方
法
の
持
つ
再
現
性
が
あ
る
。
デ
ー
タ
の
処
理
過
程
や
モ
デ
ル
な
ど
が
数
学
的
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
、
誤
り
の

発
見
が
容
易
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
再
現
可
能
な
形
で
、
他
の
研
究
老
の
前
に
提
出
さ
れ
る
。
A
と
い
う
研
究
老
が
行
な
っ

た
デ
ー
タ
処
理
は
、
常
に
B
と
い
う
他
の
研
究
者
に
よ
っ
て
確
認
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
再
現
性
が
科
学
研
究
に
持
つ
意
味
は
、
単
に
確
認
が
可
能
で
あ
る
事
に
止
ま
ら
な
い
。
A
が
使
っ
た
の
と
同
じ
デ
ー
タ
、
同
じ
方
法
、

同
じ
手
続
き
を
、
他
の
研
究
老
B
が
使
用
す
れ
ば
、
そ
の
分
析
結
果
は
、
結
果
の
評
価
と
い
う
問
題
を
除
け
ば
常
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、

デ
ー
タ
・
方
法
・
手
続
き
に
関
す
る
研
究
戦
略
上
の
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
さ
え
ず
れ
ば
、
研
究
者
集
団
の
聞
に
処
理
結
果
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

共
有
が
可
能
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
デ
ー
タ
の
処
理
結
果
の
共
有
は
、
そ
の
重
要
な
結
果
と
し
て
、
研
究
の
蓄
積
を
生
み
出
す
。
数
量
的
研
究
の
成
果
は
、
当
面
歴
史
学
に

お
い
て
は
異
く
基
本
的
な
数
値
の
提
示
に
止
ま
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
成
果
が
常
識
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
単
な
る
通
説
の
確
認
を
越

え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
も
、
研
究
老
集
団
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
蓄
積
さ
れ
る
部
分
は
徐
々

に
拡
大
さ
れ
る
。
こ
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　
第
四
と
し
て
、
新
た
な
能
力
の
獲
得
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
生
得
的
な
対
象
認
識
能
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
分
析
手
法
と
し
て
の

統
計
分
析
と
そ
れ
を
実
際
的
に
可
能
に
し
た
分
析
道
具
と
し
て
の
コ
ソ
ピ
ュ
…
タ
は
、
人
品
の
生
得
的
認
識
能
力
に
新
た
な
能
力
を
付
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
⑥

そ
の
薪
た
な
能
力
、
即
ち
多
変
量
事
象
の
解
析
能
力
と
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
能
力
は
、
顕
微
鏡
の
発
明
と
そ
の
倍
率
の
拡
大
が
人
間
に
ミ
ク
ロ

の
視
覚
を
付
与
し
た
時
ほ
ど
劇
的
に
は
意
識
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
革
命
的
な
役
割
と
い
う
事
で
は
優
る
と
も
劣
ら
な
い
。

　
統
計
学
の
進
歩
が
、
記
述
統
計
か
ら
統
計
分
析
の
名
に
値
す
る
段
階
に
ま
で
達
し
た
時
、
そ
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
単
に
分
類
、
判
別
、
因
子

の
推
定
、
検
定
、
因
果
関
係
の
推
論
な
ど
が
可
能
に
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
分
析
が
、
多
変
量
の
複
雑
な
現
象
に
ま
で
拡
大
さ

れ
、
名
義
尺
度
で
表
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
分
析
が
数
量
化
理
論
な
ど
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
。
人
間
は
一
つ
の
変
量
に
注
目
し
て
分
類
、
判

別
な
ど
の
分
析
を
行
な
う
能
力
に
長
け
て
は
い
て
も
、
二
号
蚤
、
三
変
量
が
増
加
す
れ
ば
す
る
程
、
変
量
相
互
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
分
析
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⑦

を
行
な
う
事
は
困
難
に
な
る
。
よ
り
単
純
な
対
象
構
造
を
有
す
る
自
然
現
象
の
解
明
が
、
複
雑
な
対
象
構
造
を
有
す
る
人
間
的
社
会
的
現
象
の

解
明
よ
り
相
対
的
に
早
く
か
ら
進
め
ら
れ
た
の
は
、
一
つ
に
こ
の
対
象
総
濠
の
難
易
差
に
因
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
多
変
壷
の
統
計
分
析
を
実
際
上
可
能
と
す
る
と
同
時
に
、
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
を
も
可
能
と
す
る
。
大
量
の
デ
ー
タ
を
手

作
業
で
処
理
し
て
い
く
事
は
、
非
常
な
労
力
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
。
歴
史
学
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
開
始
さ
れ
た
き
っ
か
け
も
、

人
間
の
手
作
業
で
は
処
理
し
切
れ
な
い
雁
大
な
デ
ー
タ
を
処
理
す
る
必
要
性
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
デ
ー
タ
の
保
存
と
い
う
点
で
も
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
記
憶
力
は
、
対
象
認
識
能
力
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
大
切
な
役
割
を
担
う
事
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的
方
法
を
特
徴
づ
け
る
二
点
、
統
計
分
析
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
複
雑
な
多
露
華
事
象
の
解
析
と
大

量
の
デ
ー
タ
処
理
を
必
要
と
す
る
人
間
的
社
会
的
現
象
を
解
明
す
る
た
め
の
知
的
武
器
と
し
て
、
本
来
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
四
点
に
亘
る
数
董
的
方
法
一
般
の
特
長
の
内
、
特
に
歴
史
学
に
と
っ
て
深
い
関
わ
り
が
あ
る
の
は
、
第
三
に
挙
げ
た
再
現
性
と
第
四
に

挙
げ
た
多
変
量
事
象
の
大
量
処
理
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
数
量
的
方
法
が
歴
史
学
の
研
究
過
程
に
与
え
た
影
響
を
探
っ
て
み

よ
う
。

　
ま
ず
デ
ー
タ
に
関
し
て
数
量
的
方
法
が
果
た
し
た
役
割
は
、
未
使
用
デ
ー
タ
の
使
用
を
促
し
た
事
で
あ
る
。
数
量
的
方
法
の
浸
透
が
進
む
に

伴
い
、
未
使
用
デ
ー
タ
の
使
用
は
、
各
分
野
で
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ

の
国
勢
調
査
の
原
票
、
遺
言
検
証
そ
の
他
の
裁
判
記
録
、
財
務
省
そ
の
他
の
政
府
機
関
の
記
録
文
書
、
教
会
記
録
、
死
亡
証
明
書
、
系
図
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
な
、
以
前
に
は
触
れ
ら
れ
た
事
が
な
い
か
、
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
資
料
か
ら
の
数
量
デ
…
タ
の
収
集
が
行
な
わ
れ
た
。
人
口
史
の

領
域
で
は
、
家
族
復
元
の
た
め
に
教
区
野
冊
の
収
集
が
、
社
会
史
で
は
国
勢
調
査
か
ら
学
校
の
出
席
簿
に
至
る
ま
で
、
多
種
多
様
な
デ
…
タ
が

利
用
さ
れ
た
。
政
治
史
で
は
各
種
選
挙
の
投
票
行
動
が
郡
レ
ヴ
ェ
ル
、
ウ
ォ
ー
ド
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
集
め
ら
れ
利
用
さ
れ
た
。
サ
ン
プ
リ
ン
グ
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

論
や
内
容
分
析
を
使
用
し
た
デ
ー
タ
の
復
元
、
推
定
も
試
み
ら
れ
た
。

　
デ
ー
タ
の
収
集
・
拡
張
・
復
元
の
多
く
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
大
聖
処
理
を
前
提
と
し
て
初
め
て
実
際
的
に
可
能
と
な
っ
た
。
無
限
と
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も
言
え
る
記
憶
量
を
持
つ
デ
；
タ
・
ア
…
カ
イ
ヴ
の
設
立
と
拡
張
、
大
量
多
変
量
の
解
析
が
、
歴
史
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
範
囲
を
拡
大
し
、

研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
意
味
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
文
字
型
デ
ー
タ
を
例
に
と
れ
ば
変
化
は
明
ら
か
だ
。
文
字
型
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
従

来
は
史
料
批
判
と
熟
読
と
い
う
手
続
き
で
情
報
の
取
り
繊
し
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
量
は
隈
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
歴
史
家
は
、
デ
ー
タ
が
多
く
な
れ
ば
な
る
程
、
そ
の
す
べ
て
を
心
の
中
に
同
時
に
は
っ
き
り
と
刻
み
つ
け
て
お
く
事
が
出
来
な
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

め
に
、
自
分
自
身
の
前
提
と
す
る
概
念
や
好
み
の
仮
説
に
、
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
例
を
よ
く
覚
え
て
い
る
と
い
う
誤
り
に
陥
り
易
い
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
文
字
型
デ
ー
タ
の
分
析
で
は
、
細
部
の
検
討
は
熟
読
に
は
劣
る
が
、
全
体
を
総
合
的
体
系
的
に
分
析
し
清
風
を
圧
縮
す
る

点
で
は
優
っ
て
い
る
。
そ
し
て
恣
意
的
な
読
み
取
り
や
把
握
を
回
避
す
る
事
が
で
き
る
。

　
次
に
数
量
的
方
法
が
有
効
性
を
発
揮
す
る
の
は
、
収
集
さ
れ
選
び
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
統
計
分
析
に
か
け
、
よ
り
一
般
的
な
情
報
へ
と
圧
縮

す
る
段
階
で
、
こ
れ
は
仮
説
演
繹
理
論
に
従
え
ば
、
仮
説
形
成
過
程
に
相
当
す
る
。
勿
論
、
仮
説
自
体
が
統
計
分
析
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
従
来
大
き
く
歴
史
家
個
人
の
総
合
的
能
力
や
洞
察
力
に
依
存
し
て
い
た
部
分
が
、
あ
る
程
度
ま
で
統
計
分
析
に
よ
っ
て
代
替

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
数
量
的
方
法
は
デ
ー
タ
を
よ
り
一
般
的
な
形
や
関
係
に
圧
縮
し
、
隠
さ
れ
た
情
報
を
抽
出

す
る
事
に
よ
っ
て
、
事
実
と
一
般
的
仮
説
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
。
数
量
的
方
法
は
、
ば
か
げ
た
考
え
や
一
般
化
、
事
実
に
基
礎
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
な
い
思
い
つ
き
に
制
限
を
加
え
る
。

　
伝
統
的
な
歴
史
研
究
は
、
仮
説
は
事
実
的
基
礎
を
持
た
ず
に
着
想
と
し
て
先
行
し
、
史
料
か
ら
自
分
の
歴
史
像
に
適
し
た
断
片
を
切
り
繊
し

て
叙
述
の
中
に
そ
の
断
片
を
散
り
ば
め
る
と
い
う
形
で
、
騰
史
研
究
が
進
め
ら
れ
る
危
険
性
を
、
常
に
孕
ん
で
い
た
と
言
え
る
。
歴
史
研
究
が

基
本
的
に
デ
ー
タ
の
制
約
性
を
免
れ
え
な
い
以
上
、
事
実
と
一
般
的
仮
説
を
つ
な
ぐ
統
計
分
析
の
役
割
を
過
大
視
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
十

分
に
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
分
野
で
は
、
統
計
分
析
と
い
う
間
主
観
的
操
作
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
歪
め
る
危
険
性
は
最
小
限
に

食
い
止
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
仮
説
の
形
成
過
程
に
お
け
る
数
量
的
方
法
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
、
用
語
・
概
念
・
仮
説
の
明
示
的
使
用
を
促
し
た
事
で
あ
る
。
慣
習
的
な
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旨
常
言
語
の
持
つ
暖
昧
さ
、
多
義
性
、
評
価
的
性
格
は
、
論
理
的
筋
道
の
内
的
整
合
性
と
い
う
学
問
一
般
の
要
請
に
十
分
応
え
る
事
が
で
き
な

い
。
数
量
的
方
法
の
使
用
は
、
日
常
善
濤
語
に
代
え
て
厳
密
に
定
義
さ
れ
た
用
語
や
概
念
を
前
提
と
す
る
。
数
量
的
研
究
の
多
く
は
、
用
語
や
概

念
を
厳
密
に
定
義
し
、
様
々
な
前
提
条
件
を
仮
定
と
し
て
明
示
す
る
事
に
よ
っ
て
、
他
の
科
学
研
究
と
同
じ
よ
う
な
書
式
を
採
用
す
る
築
に
な

っ
た
。

　
次
に
、
仮
説
検
証
過
程
で
数
量
的
方
法
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た
の
か
。
仮
説
の
検
証
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
歴
史
研
究

は
十
分
な
解
答
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
特
に
通
史
的
叙
述
に
お
い
て
、
歴
史
家
は
大
き
な
歴
史
の
傾
向
と
い
っ
た
も
の
を
警
み
取
り
、
叙

述
の
中
で
史
料
を
効
果
的
に
引
用
し
な
が
ら
こ
の
傾
向
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
叙
述
全
体
か
ら
読
者
の
同
感
的
理
解
を
引
き
出
し
納
得
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
検
証
で
は
な
く
例
証
で
あ
る
。
説
明
で
は
な
く
説
得
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
例
証
と
説
得
に
大
き
く

依
存
す
る
仮
説
の
正
当
化
は
、
自
分
自
身
の
見
込
み
に
一
致
す
る
例
を
挙
げ
る
危
険
性
を
免
れ
え
な
い
。
ま
た
、
仮
説
は
例
証
に
よ
っ
て
反
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
ょ
う
と
し
て
も
反
証
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
歴
史
学
に
お
け
る
学
問
的
論
争
が
、
透
徹
し
た
洞
察
力
と
称
す
る
も
の
を
お
互
い
に

競
い
合
う
か
、
時
に
は
歴
史
叙
述
の
奥
に
潜
む
世
界
観
を
持
ち
出
し
て
研
究
の
意
義
を
云
々
す
る
と
い
っ
た
、
不
毛
な
形
で
し
か
展
開
さ
れ
な

い
場
合
が
、
往
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
仮
説
の
検
証
の
問
題
が
、
ニ
ェ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
、
経
済
学
の
理
論
の
応
用
に
関
す
る
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
事
は
注
目
に
値
す
る
。
以
前
か
ら
歴
史
学
と
隣
接
諸
科
学
の
交
流
は
存
在
し
た
し
、
相
互
の
交
流
の
必
要
性
を
唱
え
る
研
究
者
は
少
な

く
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
多
く
は
、
隣
接
諸
科
学
を
事
実
確
定
の
た
め
の
補
助
科
学
と
考
え
る
か
、
概
念
の
借
用
先
、
せ
い
ぜ
い

研
究
者
の
認
識
視
角
を
形
造
り
そ
れ
を
支
え
る
も
の
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
・
エ
ロ
ノ
ミ
ヅ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
お
け
る
明
示
的
な
理
論
の
使
用
目
的
は
、
よ
り
一
般
的
な
理
論
的
枠
組
を
歴
史
学
に
導
入
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
モ
デ
ル
の
構
成
や
仮
説
の
検

証
、
歴
史
的
事
象
の
説
明
を
行
な
う
事
に
あ
っ
た
。
数
量
的
研
究
を
特
徴
づ
け
る
こ
の
積
極
的
な
理
論
の
使
用
は
、
事
象
の
説
明
と
い
う
も
の

が
、
最
終
的
に
は
一
般
的
仮
説
か
ら
の
演
繹
に
し
か
求
め
ら
れ
な
い
事
、
こ
の
点
で
は
歴
史
学
も
他
の
科
学
と
同
一
で
あ
る
事
を
示
唆
し
て
い
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⑬
る
。　

さ
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
数
蚤
的
方
法
が
歴
史
学
の
研
究
過
程
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
、
単
な
る
証
拠
の
便
利
な
整
理
な
ど
で
は

な
い
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
仮
説
形
成
過
程
に
お
い
て
、
数
量
的
方
法
は
デ
ー
タ
の
拡
張
を
も
た
ら
し
、
多
変
量
事
象
の
大
量
処
理
に
よ
っ

て
、
事
実
と
仮
説
を
結
び
つ
け
る
媒
介
手
段
と
な
る
。
一
方
、
仮
説
検
証
過
程
に
お
い
て
は
、
例
証
と
説
得
に
代
わ
っ
て
、
検
証
と
説
明
を
歴

史
研
究
に
組
み
込
む
事
を
可
能
に
し
た
。
一
廓
で
言
え
ば
、
数
量
的
方
法
の
浸
透
と
い
う
事
態
は
、
歴
史
学
が
伝
統
的
性
格
を
削
ぎ
落
と
し
、

探
求
と
説
明
の
科
学
的
形
式
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
を
表
し
て
い
る
。
探
求
と
説
明
の
科
学
的
形
式
の
採
用
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
独

自
の
固
有
の
方
法
と
い
う
夢
は
破
れ
、
叙
述
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
歴
史
と
い
う
理
念
は
出
塁
せ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。

①
　
安
本
美
典
『
数
理
歴
史
学
』
一
九
七
〇
年
、
二
一
八
頁
一
二
一
九
頁
参
照
。

②
》
旨
①
ざ
淳
9
、
．
ρ
舞
9
ヨ
8
江
。
ジ
、
．
。
。
8
。

③
安
本
、
前
掲
書
、
二
二
〇
頁
ー
ニ
ニ
ニ
頁
参
照
。

④
　
同
書
、
二
二
〇
頁
一
二
二
｝
頁
参
照
。

⑤
　
処
理
結
果
の
共
有
と
、
研
究
の
蓄
積
性
と
い
う
事
を
、
す
ぐ
に
研
究
の
限
り
な

　
い
前
進
、
科
学
の
進
歩
と
結
び
つ
け
る
薯
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
て

　
い
る
事
は
、
あ
く
ま
で
研
究
者
集
団
内
で
の
共
有
、
＝
疋
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
下
で

　
の
通
常
科
学
の
進
展
で
あ
る
。

⑥
ω
富
℃
げ
き
気
嚢
琶
ω
窪
。
β
、
．
ρ
轟
暮
犀
ρ
釈
く
。
竃
Φ
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＆
ω
一
ロ
缶
置
8
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閃

　
u
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0
8
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累
0
8
ω
讐
、
．
ぎ
ピ
首
ω
簿
僧
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剛
ω
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遂
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ミ
ぎ
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①
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魎
℃
℃
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謡
i
♂
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⑦
　
目
三
縄
二
勺
や
δ
1
♂
．

　
　
サ
ー
ン
ス
ト
ロ
ン
は
、
人
間
に
と
っ
て
六
つ
以
上
の
カ
テ
ゴ
リ
t
を
使
用
し
て

　
デ
ー
タ
を
分
類
し
、
同
時
に
他
の
変
量
の
影
響
を
考
慮
す
る
事
は
不
可
能
に
近
い

　
と
述
べ
る
。

⑧
フ
ォ
ー
ゲ
ル
珊
十
講
』
序
文
。

⑨
デ
ー
タ
の
推
定
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
い
く
つ
か
の
例
を
示
し
て
い
る
。

　
（
フ
ォ
ー
ゲ
ル
『
十
講
』
、
二
〇
頁
－
ニ
ゴ
一
頁
。
）
文
字
型
デ
ー
タ
の
復
元
の
例
と

　
し
て
次
の
論
文
が
あ
る
。
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、
．
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O
伊

⑪
H
窪
α
二
。
。
b
。
卜
。
■

⑫
特
に
命
題
が
全
称
命
題
で
は
な
く
、
傾
向
の
把
握
を
前
提
と
し
た
ゆ
る
や
か
な

　
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
例
証
は
反
証
に
結
び
つ
か
な
い
。

⑬
仮
説
の
構
成
と
事
象
の
説
明
を
区
別
し
て
．
前
者
を
自
然
科
学
の
、
後
者
を
歴

　
史
科
学
の
認
識
指
向
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
あ
る
が
、
方
法
論
的
に
は
意
味
の
な

　
い
区
別
で
あ
ろ
う
。
（
o
h
o
Q
Φ
匿
導
。
霞
蜜
．
目
減
ω
o
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．
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厨
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四
　
現
代
歴
史
学
と
数
鐙
的
方
法
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数
量
的
方
法
の
漫
透
を
、
歴
史
学
に
お
け
る
探
求
と
説
明
の
科
学
的
形
式
の
採
用
と
見
る
時
、
数
量
的
方
法
の
意
味
と
い
う
問
題
は
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
一
段
と
広
い
視
点
を
要
求
す
る
。
歴
史
学
は
、
な
ぜ
現
在
探
求
と
説
開
の
科
学
的
形
式
を
採
用
し
つ
つ
あ
る
の
か
。
こ
の
質
問

に
答
え
る
作
業
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
現
代
歴
史
学
全
体
を
姐
上
に
載
せ
、
そ
の
性
格
や
変
化
を
問
い
詰
め
る
作
業
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
問
題
の
焦
点
は
、
一
旦
数
最
的
方
法
か
ら
離
れ
、
歴
史
学
の
全
般
的
な
変
容
に
移
さ
れ
る
。
歴
史
学
の
数
量
化
と
い
う
現
象
は
、
現
代

歴
史
学
の
全
体
的
な
検
討
の
後
に
、
一
層
鮮
明
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
現
代
歴
史
学
の
性
格
に
つ
い
て
、
従
来
こ
れ
を
包
括
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
お
よ
そ
歴
史
学
を
志
す
者
が
、
歴

史
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
特
に
自
ら
を
そ
の
講
話
分
子
と
し
て
含
ん
で
い
る
現
代
歴
史
学
の
性
格
に
つ
い
て
、
史
学
史
的
に
あ
る
い
は
方
法

論
的
に
、
十
分
な
検
討
と
反
省
を
加
え
て
来
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
誠
に
奇
異
な
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
は
、
決
し
て
十
分
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
問
題
の
巨
大
さ
と
自
ら
の
非
力
を
痛
感
し
つ
つ
、
二
つ
の
興
味
深
い
考
察
を
導
き
と
し
て
こ
の
聞
落
に
入
っ
て
い
き
た

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
初
め
に
紹
介
す
る
の
は
、
R
・
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
「
合
衆
国
に
お
け
る
歴
史
学
と
社
会
学
」
で
あ
る
。
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
歴

史
学
は
、
様
々
な
先
祖
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
先
祖
へ
の
帰
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
が
、
基
本
的
な
先
祖
は
、
そ
の
文
学

　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
入
文
的
背
景
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
、
偉
大
な
歴
史
と
い
え
ば
文
学
的
な
秀
逸
さ
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
歴
史

研
究
は
、
　
「
物
語
的
歴
史
」
宕
霞
拳
温
く
。
麟
一
簿
○
曙
で
あ
り
、
今
鼠
の
歴
史
研
究
と
比
較
す
る
と
、
著
者
と
読
者
の
点
で
異
な
る
。
物
語
的
歴

史
に
お
い
て
は
、
著
老
は
「
語
り
手
」
。
。
け
。
受
み
亀
。
屋
で
学
問
的
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
素
人
で
あ
っ
た
。
読
者
は
広
汎
な
教
養
人
影
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
日
の
歴
史
学
に
お
い
て
は
、
薯
者
は
学
問
的
訓
練
を
受
け
た
研
究
者
で
、
読
者
は
職
業
的
で
よ
り
専
門
的
な
限
ら
れ
た
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

々
、
つ
ま
り
歴
史
研
究
老
同
志
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
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そ
こ
か
ら
認
識
指
向
や
歴
史
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
変
化
が
生
ず
る
。
物
語
的
歴
史
に
お
い
て
は
、
よ
り
文
学
的
に
優
れ
た
歴
史
叙
述
を

行
な
う
事
、
読
者
に
強
く
訴
え
か
け
、
読
者
の
同
感
的
理
解
を
引
き
出
し
納
得
し
て
も
ら
う
事
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
が
、
今
日
の
歴
史
研
究

に
お
い
て
は
、
研
究
対
象
を
よ
り
厳
密
に
科
学
的
に
説
明
す
る
事
、
学
問
的
訓
練
を
受
け
た
同
僚
に
評
価
さ
れ
る
だ
け
の
厳
密
さ
を
備
え
た
専

門
的
研
究
が
目
的
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
研
究
者
の
間
に
は
、
依
然
、
　
「
自
ら
の
知
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
奪
わ
れ
る
事
に
対
す
る
一
般

　
　
④

的
恐
怖
」
が
存
在
し
、
こ
の
恐
怖
か
ら
来
る
社
会
学
的
歴
史
研
究
へ
の
反
発
が
、
長
い
間
、
歴
史
学
と
社
会
学
と
の
間
に
見
え
な
い
障
壁
を
造

り
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
物
語
的
歴
史
か
ら
学
間
と
し
て
の
歴
史
へ
の
変
化
が
後
戻
り
を
許
さ
な
い
道
で
あ
る
以
上
、
こ
の
見
え
な
い
障
壁
は

確
実
に
溶
解
し
て
い
く
。
歴
史
家
は
、
増
々
、
自
ら
の
学
問
的
訓
練
の
中
に
社
会
学
の
理
論
、
概
念
、
方
法
を
採
り
入
れ
、
実
際
研
究
に
こ
れ

ら
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
　
「
若
い
世
代
の
研
究
老
の
間
で
は
、
　
『
歴
史
家
の
職
務
』
と
い
う
理
念
は
、
完
全
に
と
言
っ
て

い
い
程
、
死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
〔
中
略
〕
彼
ら
は
、
歴
史
的
諸
問
題
に
取
り
組
む
時
、
問
題
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
学
問
領
域
か
ら
、
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

込
み
う
る
す
べ
て
の
知
的
武
器
を
利
用
す
る
事
こ
そ
、
自
ら
の
職
務
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

　
現
在
歴
史
学
の
変
容
を
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
た
の
は
、
神
川
で
あ
っ
た
。
神
川
は
、
現
代
歴
史
学
の
変
容
を
、
歴
史
主
義
の
敗
北
を
契
機
と

し
て
、
そ
の
後
の
社
会
諸
科
学
が
そ
ろ
っ
て
経
験
し
た
方
法
論
的
発
展
の
一
環
で
あ
る
と
理
解
し
た
。
こ
の
上
位
の
枠
組
か
ら
、
神
川
は
歴
史

学
の
変
容
を
包
括
的
に
捉
え
、
具
体
像
を
提
示
す
る
事
に
成
功
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
神
川
が
指
摘
し
た
歴
史
学
の
変
容
の
具
体
的
内
容
か
ら
紹
介
し
よ
う
。
彼
は
、
近
代
歴
史
学
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
説
明

へ
の
傾
斜
を
指
摘
す
る
。
　
「
物
語
る
」
と
い
う
歴
史
叙
述
は
、
個
人
の
動
き
と
い
う
現
象
繭
に
よ
り
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
説
明
す
る
」
と
い
う
歴
史
叙
述
の
基
点
は
、
社
会
構
造
、
政
治
形
態
、
経
済
体
制
な
ど
の
場
の
構
成
に
置
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
説
明
へ

の
傾
斜
と
は
、
従
来
の
政
治
史
的
叙
述
か
ら
社
会
経
済
史
的
叙
述
へ
の
重
点
の
移
行
を
伴
っ
て
い
た
。
政
治
史
的
叙
述
か
ら
社
会
経
済
史
的
叙

述
へ
の
変
化
が
生
じ
た
の
は
、
我
々
が
前
堂
に
比
べ
て
、
後
者
の
方
を
よ
り
説
明
的
、
言
い
換
え
れ
ば
よ
り
科
学
的
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
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⑦

あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
史
が
事
象
の
発
生
過
程
に
よ
る
説
明
を
基
本
と
し
て
、
動
機
的
説
明
、
性
向
的
説
明
、
理
由
づ
け
説
明
な
ど
の
人
間
的

契
機
に
比
重
を
置
く
説
明
様
式
を
中
心
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
経
済
史
が
、
場
の
構
成
の
解
明
を
目
的
と
す
る
た
め
に
、
経
験
的
一
般

法
則
や
理
論
の
演
繹
性
に
依
存
す
る
説
明
様
式
を
主
と
し
て
い
る
事
が
、
よ
り
科
学
的
と
考
え
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
歴
史
学

に
お
け
る
説
明
へ
の
傾
斜
と
は
、
歴
史
学
に
お
い
て
歴
史
叙
述
の
記
述
性
よ
り
も
演
繹
性
が
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
事
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
、

　
　
　
　
　
⑧

神
川
は
述
べ
た
。

　
歴
史
叙
述
に
お
け
る
記
述
性
の
後
退
は
、
通
史
か
ら
モ
ノ
グ
ラ
フ
へ
と
い
う
傾
向
の
中
に
も
読
み
取
れ
る
。
明
確
な
問
題
に
対
す
る
答
を
分

析
的
に
示
そ
う
と
す
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、
よ
り
分
析
的
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
よ
り
説
明
的
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
度
合
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
、
記
述
は
説
明
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
の
み
意
味
を
持
つ
と
い
う
結
果
に
至
る
。
開
ら
か
に
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
の
増
加
は
、
歴
史
学
に
お
け
る

「
記
述
の
説
明
へ
の
従
属
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
政
治
史
か
ら
社
会
経
済
史
へ
の
、
通
史
か
ら
モ
ノ
グ
ラ
フ
へ
の
歴
史
研
究
の
比
重
の
変
化
は
、
そ
の
背
景
に
記
述
性
か
ら
演

繹
性
へ
と
い
う
変
化
を
共
有
し
て
い
た
が
、
こ
の
変
化
は
、
場
の
論
理
の
解
明
を
目
的
と
し
、
経
験
的
一
般
化
や
理
論
か
ら
の
演
繹
的
説
明
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

重
視
す
る
科
学
的
歴
史
の
分
化
性
、
即
ち
自
律
化
傾
向
で
あ
る
。
神
川
は
、
こ
の
科
学
的
歴
史
の
自
律
化
傾
向
の
原
因
を
、
す
べ
て
の
現
象
を

歴
史
的
生
成
過
程
に
投
げ
込
み
、
そ
の
現
象
の
個
別
的
唯
一
的
性
格
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
歴
史
主
義
の
敗
北
に
求
め
た
。
歴
史
主
義
の
方
法

論
的
敗
北
に
よ
っ
て
、
社
会
諸
科
学
は
一
般
的
な
理
論
の
形
成
と
い
う
本
来
の
道
に
立
ち
戻
る
事
が
出
来
、
歴
史
的
相
対
主
義
か
ら
脱
し
て
い

っ
た
。
一
方
、
歴
史
は
、
逆
に
歴
史
主
義
の
敗
北
に
よ
っ
て
そ
の
古
典
的
な
基
礎
を
喪
失
し
、
新
た
な
基
礎
づ
け
の
た
め
に
、
社
会
諸
科
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
連
関
；
理
論
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
概
念
の
借
用
、
方
法
の
応
用
i
を
不
可
欠
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
　
「
歴

史
は
新
た
に
、
社
会
科
学
と
同
じ
よ
う
に
そ
の
『
状
況
の
論
理
』
あ
る
い
は
『
場
の
論
理
』
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
歴
史
科
学
と
し
て
そ
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

来
的
な
道
を
切
り
拓
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
；
と
神
川
の
分
析
に
従
っ
て
、
以
下
に
述
べ
る
四
点
を
強
調
し
確
認
し
て
お
く
。
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現代歴史学と数猛的方法（芝井）

　
第
一
点
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
専
門
化
の
進
行
で
あ
る
。
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
歴
史
叙
述
が
専
門
的
な
学
問
的
訓

練
を
受
け
た
研
究
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
研
究
老
同
志
が
読
者
と
な
り
、
こ
れ
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
疇
、
正
し
く
歴
史
学
は
一
学
科
と

し
て
の
成
立
を
迎
え
た
と
雷
え
る
。
こ
れ
を
起
点
と
し
て
歴
史
学
は
専
門
化
の
傾
向
を
深
め
る
。
神
川
が
指
摘
し
た
通
史
か
ら
モ
ノ
グ
ラ
フ
へ

の
叙
述
形
式
の
変
化
は
、
歴
史
研
究
が
細
分
化
さ
れ
専
門
化
さ
れ
て
き
て
い
る
事
を
反
映
し
て
い
る
。

　
第
二
点
と
し
て
、
専
門
化
の
進
行
は
、
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
厳
密
性
の
要
求
を
生
む
。
研
究
者
同
志
、
即
ち
専
門
家
に
対
す
る
説
明
は
、

叙
述
に
よ
っ
て
読
者
の
同
感
的
理
解
を
引
き
出
す
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
専
門
化
の
進
行
に
随
っ
て
、
研
究
者
相
互
の
情
報
の
交
換
、
研
究
の

発
表
、
研
究
の
評
価
な
ど
を
目
的
と
す
る
場
が
、
雑
誌
、
学
会
な
ど
の
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
、
研
究
者
は
一
人
で
世
間
全
体
を
相
手
に
す
る
の

で
は
な
く
、
研
究
者
集
団
と
い
う
ミ
ク
ロ
・
コ
ス
モ
ス
の
構
成
員
と
な
り
、
分
野
を
同
じ
く
す
る
他
の
研
究
老
を
暴
馬
と
し
て
学
問
活
動
を
展

開
す
る
よ
う
に
な
る
。
研
究
者
集
団
の
中
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
厳
密
性
の
要
請
に
耐
え
う
る
専
門
家
に
対
す
る
説
明
で
あ
り
、
集
団
成
員
の

業
績
を
評
価
す
る
た
め
の
間
主
観
的
な
判
定
規
準
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
研
究
者
集
団
は
、
研
究
の
蓄
積
と
自
ら
の
統
一
を
保
証
す
る

事
が
出
来
る
。
神
川
が
指
摘
し
た
説
明
へ
の
傾
斜
と
記
述
性
の
後
退
と
い
う
現
代
歴
史
学
の
現
象
は
、
こ
の
研
究
老
集
団
の
成
立
と
、
間
主
観

的
な
評
価
の
体
系
の
形
成
に
因
っ
て
い
る
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
研
究
に
要
求
さ
れ
る
厳
密
性
は
、
研
究
の
各
局
面
に
及
び
、
歴
史
学
の
存
在
形
態
を
左
右
す
る
。
い
わ
ゆ
る
史
料
批
判
の
徹
底
、
分
析
対
象

の
細
分
化
、
用
語
・
概
念
・
仮
説
の
明
示
と
厳
密
な
定
義
、
数
量
的
方
法
に
代
表
さ
れ
る
間
主
観
性
の
高
い
分
析
手
法
の
導
入
な
ど
は
、
す
べ

て
歴
史
学
の
学
科
と
し
て
の
成
立
と
専
門
化
の
進
行
の
中
か
ら
生
じ
た
厳
密
性
の
要
請
の
高
ま
り
に
、
そ
の
原
因
を
帰
す
る
事
が
で
き
る
。

　
歴
史
学
の
学
科
と
し
て
の
成
立
を
起
点
と
す
る
以
上
の
よ
う
な
変
化
は
、
こ
れ
を
ご
蕎
で
言
え
ば
、
歴
史
学
の
科
学
と
し
て
の
成
熟
そ
の
も

の
で
あ
る
。
神
珊
は
、
歴
史
学
の
変
容
の
起
点
を
歴
史
主
義
の
敗
北
と
い
う
や
や
外
的
で
偶
然
酌
な
事
件
に
置
き
な
が
ら
も
、
そ
の
変
容
を
歴

史
科
学
の
自
律
化
、
厳
密
な
学
と
し
て
の
歴
史
科
学
の
分
化
性
と
把
握
し
て
い
た
事
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
た
二
点
は
、
歴
史
学
の
変
容
の
原
因
に
関
係
し
て
い
る
が
、
次
に
述
べ
る
二
点
は
、
歴
史
学
の
変
容
の
結
果
に
よ
り
深
く
関
わ
っ
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て
い
る
。

　
第
三
点
は
、
歴
史
学
の
科
学
と
し
て
の
成
熟
が
、
歴
史
学
の
文
学
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
文
学
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
保
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
方
法
論
的
二
元
論
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
合
機
能
を
喪
失
し
た
事
で
あ
る
。
よ
り
厳
密
に
と
は
、

言
い
換
え
れ
ば
よ
り
分
析
的
に
と
い
う
要
求
で
あ
り
、
‘
モ
ノ
グ
ラ
フ
へ
の
移
行
に
典
型
的
な
叙
述
形
式
の
変
化
、
即
ち
叙
述
の
説
明
へ
の
従
属

は
、
当
然
、
歴
史
学
に
お
け
る
叙
述
性
の
後
退
を
招
来
し
た
。
叙
述
が
説
明
に
取
り
込
ま
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
　
「
叙
述
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る

歴
史
」
と
い
う
理
念
は
意
味
を
持
た
な
く
な
る
。
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
報
告
に
表
さ
れ
て
い
る
若
手
の
歴
史
研
究
者
の
意
識
が
、
そ
の
事
を
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

徴
し
て
い
る
。
　
「
方
法
と
価
値
の
大
変
な
激
動
と
再
評
価
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
領
域
」
で
は
、
よ
り
有
効
な
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

器
を
前
に
し
て
、
伝
統
的
な
立
場
か
ら
の
禁
止
や
た
め
ら
い
は
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
。

　
第
四
点
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
認
識
対
象
の
変
化
で
あ
り
、
認
識
指
向
の
変
化
で
あ
る
。
神
川
は
、
こ
の
間
題
を
政
治
史
か
ら
社
会
経
済
史

へ
の
重
点
の
移
動
と
し
て
語
っ
た
。
前
者
は
人
間
的
契
機
に
比
重
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
場
の
論
理
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。

こ
こ
に
は
個
人
の
行
為
か
ら
揚
の
論
理
へ
の
認
識
対
象
の
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。
物
語
的
性
格
を
背
負
い
続
け
て
き
た
従
来
の
歴
史
叙
述
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

常
に
個
人
に
対
す
る
行
き
過
ぎ
た
強
調
の
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
認
識
対
象
の
変
化
は
、
歴
史
的
な
場
の
論
理
の

解
明
を
可
能
に
す
る
分
析
手
法
や
理
論
的
枠
組
が
存
在
し
て
、
初
め
て
内
実
を
伴
う
。
現
代
歴
史
学
に
お
け
る
隣
接
諸
科
学
と
の
交
流
の
深
化

は
、
こ
の
分
析
手
法
や
理
論
的
枠
組
の
確
保
と
深
く
関
わ
っ
て
場
の
論
理
の
解
明
を
促
進
し
て
き
た
。
｝
例
と
し
て
、
J
・
コ
ッ
カ
の
文
を
引

い
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
こ
の
語
〔
歴
史
的
社
会
科
学
〕
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
事
件
、
人
物
、
意
図
、
行
為
を
主
た
る
対
象
と
す
る
よ
り
は
、
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
し
ろ
、
事
件
、
決
断
、
行
為
の
条
件
と
成
果
と
し
て
の
構
造
と
過
程
そ
の
も
の
を
、
特
に
、
研
究
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
我
々
は
現
代
歴
史
学
の
性
格
に
つ
い
て
、
一
つ
の
見
取
り
図
を
手
に
す
る
事
が
出
来
る
。
全
般
的
な
歴
史
学
の
変

容
は
、
歴
史
学
内
部
で
の
諸
変
化
と
隣
接
諸
科
学
か
ら
の
影
響
に
原
因
を
求
め
る
事
が
禺
来
る
。
前
者
は
、
歴
史
学
の
学
科
と
し
て
の
成
立
を
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現代歴史学と数量的方法（芝井）

起
点
と
す
る
専
門
化
の
進
行
と
、
こ
れ
に
伴
う
研
究
老
集
団
の
成
立
、
そ
の
評
価
体
系
の
軸
と
な
る
厳
密
性
の
高
ま
り
を
指
す
。
後
者
は
、
人

間
社
会
諸
科
学
の
歴
史
的
相
対
主
義
か
ら
の
離
脱
と
一
般
理
論
の
整
備
、
一
般
化
認
識
を
前
提
と
し
た
歴
史
分
析
へ
の
参
入
を
指
す
。
よ
り
一

般
的
に
言
え
ば
、
歴
史
学
の
外
部
か
ら
の
影
響
と
は
、
今
世
紀
初
頭
以
来
、
人
間
社
会
諸
科
学
が
自
然
科
学
や
科
学
方
法
論
か
ら
押
し
寄
せ
て

き
た
方
法
論
的
一
元
化
の
波
を
被
り
、
そ
の
波
頭
が
、
塞
来
的
に
隣
接
諸
科
学
か
ら
孤
立
で
き
な
い
歴
史
研
究
の
場
に
ま
で
及
ん
で
き
て
い
る

事
実
を
表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
っ
て
、
歴
史
学
は
変
容
を
見
せ
る
。
伝
統
的
歴
史
研
究
の
背
景
を
な
し
て
い
た
人
文
学
的
伝
統
は
薄
ら
ぎ
、
叙
述
的
性

格
は
後
退
す
る
。
伝
統
的
歴
史
研
究
を
方
法
論
か
ら
支
え
て
い
た
方
法
論
的
二
元
論
は
大
き
く
動
揺
す
る
。
同
時
に
、
歴
史
学
の
変
容
に
は
基

本
的
な
認
識
対
象
の
転
換
が
含
ま
れ
て
い
た
。
歴
史
学
の
変
容
の
起
点
と
終
点
を
眺
め
れ
ば
、
個
人
の
行
為
か
ら
状
況
の
論
理
へ
の
、
事
件
の

叙
述
か
ら
構
造
の
解
明
へ
の
重
点
の
移
行
が
読
み
取
れ
る
。
歴
史
学
は
場
の
論
理
の
解
明
を
、
自
ら
の
認
識
目
標
と
し
て
選
び
取
っ
た
の
で
あ

る
。　

数
量
的
方
法
は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
歴
史
学
の
展
開
と
符
牒
を
合
わ
せ
て
登
場
し
た
。
浸
透
現
象
と
し
て
数
量
的
方
法
を
見
れ
ば
、
数
量
的

方
法
は
文
学
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
低
下
と
方
法
論
的
一
元
化
を
一
層
押
し
進
め
た
。
歴
史
学
の
研
究
過
程
に
お
け
る
役
割
に
注
目
す
れ
ば
、

そ
れ
は
歴
史
学
の
厳
密
性
の
要
請
に
応
じ
て
探
求
と
説
明
の
科
学
的
形
式
を
約
束
し
、
場
の
論
理
の
解
明
を
指
向
す
る
歴
史
研
究
老
に
、
多
変

量
事
象
の
大
量
処
理
能
力
と
反
証
可
能
な
モ
デ
ル
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
①
空
魯
p
雪
国
。
於
庁
ρ
象
Φ
目
・
．
、
霞
簿
。
藁
ρ
民
o
Q
o
g
o
回
。
σ
q
団
凶
嵩
昏
。
q
ロ
津
o
q
　
　
⑥
神
州
正
彦
『
歴
史
に
お
け
る
言
葉
と
論
理
1
・
H
臨
（
1
：
…
⊥
九
七
〇
年
、

　
の
け
箕
⑦
。
・
り
、
、
ぎ
匿
囁
Φ
仲
竃
α
揖
。
房
3
黛
⑦
同
（
o
房
．
y
恥
8
ミ
。
塾
§
ミ
ミ
無
。
遂
㍉

さ
ミ
。
勢
’
お
①
Q
。
’
℃
や
ω
占
り
．

②
　
回
ぴ
誌
こ
℃
。
ω
・

③
　
H
び
誌
二
や
樫

④
　
H
び
達
‘
や
置
●

⑤
同
ぼ
α
二
》
や
減
I
H
伊

　
∬
…
…
一
九
七
一
年
）
、
三
〇
二
頁
。

⑦
同
書
、
三
二
〇
頁
。

⑧
同
書
、
三
ニ
ニ
頁
。

⑨
　
同
書
、
三
三
八
頁
。

⑩
同
書
、
＝
頁
一
一
入
頁
。

⑪
　
同
書
、
四
九
六
頁
－
四
九
七
頁
。

（
自
浄
は
通
し
の
頁
数
と
す
る
。
）
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⑫
　
同
書
、
四
九
七
頁
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
歴
史
学
に
お
け
る
数
量
的

　
方
法
の
受
容
は
当
然
予
想
さ
れ
た
現
象
に
な
る
。
神
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

　
る
。
　
「
社
会
科
学
が
理
論
的
に
ま
す
ま
す
計
量
化
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
と
対
応
し

　
て
、
歴
史
科
学
の
計
量
化
が
求
め
ら
れ
る
の
も
自
然
の
成
行
き
な
の
で
あ
る
。
い

　
わ
ば
『
厳
密
な
学
と
し
て
の
歴
史
科
学
』
が
コ
ン
ピ
ュ
…
タ
…
の
情
報
処
理
に
ゆ

　
だ
ね
ら
れ
る
日
も
、
計
貴
化
の
趨
勢
か
ら
み
る
限
り
、
決
し
て
遠
い
こ
と
で
は
な

　
い
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
同
書
、
七
六
四
頁
註
（
塒
）
。
）

⑬
跨
五
巴
。
洋
。
層
、
．
ρ
欝
馨
茜
8
ユ
o
p
、
．
。
。
O
劇
、

⑭
　
回
q
O
勺
閃
の
講
習
会
に
参
加
し
、
数
量
的
方
法
と
い
う
新
し
い
武
器
を
手
に
し

　
た
の
も
、
主
と
し
て
博
士
号
を
取
得
す
る
前
の
若
手
研
究
者
だ
っ
た
。

⑮
国
魯
貯
ρ
銭
国
器
ω
㊦
潔
き
ミ
馬
。
肉
§
職
§
蕊
S
§
蓑
§
蕊
鞘
防
瓢
。
§
お
塗

　
や
・
。
⑦
■

⑯
　
J
・
コ
ッ
カ
「
社
会
史
の
概
念
と
方
法
」
『
思
想
』
一
九
七
九
年
第
九
号
（
客
。
。

　
0
①
ω
）
、
七
四
頁
。

94　（386）

結

語

　
数
量
的
方
法
の
浸
透
を
概
観
す
る
所
か
ら
出
発
し
、
全
般
的
な
歴
史
学
の
変
容
を
検
討
す
る
に
至
り
、
我
々
は
歴
史
学
に
お
け
る
数
最
的
方

法
の
意
味
に
つ
い
て
、
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
事
が
出
来
た
と
思
う
。
数
量
的
方
法
は
、
そ
の
黒
く
即
物
的
な
層
に
お
い
て
は
個
別
研
究
を

進
め
る
上
で
の
有
効
な
分
析
手
段
と
し
て
、
次
に
歴
史
学
の
研
究
過
程
の
中
で
は
、
デ
ー
タ
と
仮
説
を
つ
な
ぎ
、
仮
説
の
検
証
を
可
能
に
す
る

と
い
う
意
味
で
探
究
と
説
明
の
科
学
的
形
式
の
採
用
と
し
て
、
そ
し
て
現
代
歴
史
学
の
変
容
と
い
う
最
上
層
に
お
い
て
は
、
科
学
と
し
て
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
①

熟
、
伝
統
的
歴
史
学
観
の
崩
壊
、
認
識
対
象
の
変
化
と
か
ら
み
合
い
な
が
ら
、
最
終
的
に
場
の
論
理
の
解
明
を
詣
題
す
る
歴
史
研
究
者
に
、
多

変
量
事
象
の
大
量
処
理
能
力
と
反
証
可
能
な
モ
デ
ル
を
与
え
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。

　
こ
れ
以
上
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
私
は
、
数
量
的
方
法
を
自
ら
の
武
器
と
し
、
場
の
理
論
の
解
明
に
向
か
う
新
し
い
歴
史

家
達
が
、
単
に
社
会
科
学
の
理
論
や
方
法
を
、
そ
の
有
効
性
の
た
め
に
手
段
と
し
て
利
用
す
る
姿
勢
を
乗
り
越
え
、
「
体
系
的
隣
接
科
学
の
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
研
究
老
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
張
に
対
し
て
こ
れ
を
批
判
的
に
受
け
と
め
」
な
が
ら
、
　
「
自
分
自
身
の
理
論
を
構
築
し
よ
う
と
試
み
る
」
事
を

期
待
す
る
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
学
の
動
態
を
射
程
に
入
れ
た
新
た
な
方
法
論
的
意
識
、
新
た
な
歴
史
学
観
の
発
酵
が
あ
っ
て
、
初
め
て
歴
史
家

は
、
隣
接
す
る
社
会
面
科
学
の
理
論
体
系
か
ら
当
面
入
用
の
も
の
を
紡
ぎ
出
す
「
法
則
の
消
費
者
」
と
い
う
限
定
的
自
己
イ
メ
ー
ジ
か
ら
自
己

を
解
き
放
ち
、
そ
の
時
に
こ
そ
数
量
的
方
法
は
、
歴
史
家
を
自
分
自
身
の
理
論
の
構
築
へ
と
向
か
わ
せ
る
積
極
的
で
実
り
豊
か
な
役
割
を
担
う



事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
　
「
歴
史
学
観
」
で
あ
っ
て
「
歴
史
観
」
で
な
い
事
に
注
意
さ
れ
た
い
。
歴
史
学

　
　
の
対
象
・
方
法
・
学
問
と
し
て
の
あ
り
方
な
ど
に
対
す
る
見
方
の
意
味
で
使
用
し

　
　
て
い
る
。

②
　
コ
ッ
カ
、
前
掲
論
文
、
八
一
頁
。

③
同
論
文
、
八
一
頁
。
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personal　doma沁and　power　of　the　former　ages　to　superior　power　and

grasping　the　Koleoro心of　the　people．　So　it　was　inevitable　for　the

feudal　lords　to　master　the　Gakasbun学文．　Toflugawa　Yorinobu　was　a

typical　daimNo大名who　mastered　it．　Therefore　investigat圭ng　how　he

controlled　the　vassals　and　people　is　bound　up　with　the　elucidation　of

the　thought　for　the　rule　ilユthe　Modern　Ages一世ラ丘．

　　In　thisarticle　I　clarified　as　follows・First　as　to　the　control　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

vassals　Toleasgawa　Yorinobas　regarded　the　Kokoro心and　the　Katachi形

as　two　most圭mporta耽elements．　And　he　thought　that　the　maintenance

and　the　discipline　of　the　Kofeoro　accelerated　tlユe　manifestation　of　the

Katachi　and　that伽ally　they　were　uBified　by　the　Chu忠ill　which　the

Goayo五常was　inherent．　By　this　thought　he　intended　to　establish　the

modern　rela亡量on　of　Iord　and　vassals．　Secondly　as　to　the　control　of　the

peasants　he　expected　the　district　magistrates　or　the　bai董iffs　to　be

independent．　for　the　e1ユlightenment　of　t｝1e　peasants　to　some　degree．

Simultaneously　taking　even　the　petty　farmers　illto　consideration，　he

intended　to　grasp　the」Kokoro　of　the　peasants　through　the　enllghtenment

of　them　in　order　to　expand　the　base　of　his　own　power．

Quantitative　Methods　in　Contemporary　Historiography

by

Keiji　Shibai

　　These　two　decades　the　application　of　quantitative　methods　＝一一com－

puters，　statistical　analysis，　and　mathematical　models一　to　history　has

beeR　increasingiy　made　on　a　world－wide　scale．　Especially　in　the　United

States　it　has　been　fuily　done　not　as　a　personal　success　but　as　a　conti－

nuous　movement　with　instltutionalizations，　and　recently　produced　aR

innovative　histoty－a　“quantitative”，　“new”，　or　“social　science”

history．

　The　aim　here　is　to　examine　the　meanlngs　aiid　functions　of　quantitative

methods　in　contemporary　historiography．　1　make　lt　clear　that　quanti－

tative　methods　play　an　lmportant　role　in　the　process　of　historical

studies；　that　is，　a　useful　means　of　analyzing　histoz“ical　problems，　an

acceptance　of　the　scientific　formulatlon　of　investigatlon　and　explanation

in　history，　and　a　methodologlcaHnnovation　ln　contemporary　historiog一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（461）



raphy　that　makes　lt　possible　to　process　a　vast　amount　of

phenomena．

multivariate

A　Report　on　the　Excavation　of　the　Karanega－tafee

　　　　カラネガ岳Burial　Mound　No。1and　2　in

Nagマaofeakyo－shi，　Kyoto京都府長岡京市

by

Mitsuzane　Okauchi，　Seigo　Wada，　and　Takao　Uno

　This　is　the　report　on　the　excavation　of　Karanega－tafee　burial　mounds

at／40粟生まn　Nagaokakyo－s砺，　Kyoto，　alld　this　investigatieエ1　was　cond－

ucted　by　the　Department　of　Archaeology　in　the　Faculty　of　Letters，

Kyoto　Unlversity　in　1976　and　ended　in　1979．

　　It　has　been　definitely　shown　by　our　investigation　that　the　burial

mound　No．　1，　round　one　with　a　corridor　chamber　be！ongs　to　the　latter

half　of　the　later　period　of　ancient　burial　mottnds，　and　that　the　scallop－

shaped　moultd　No．　2　ltas　clay　coffin　and　belongs　to　the　first　ha！f　of

the　middle　period．　Furtheymore，　it　ls　rarely　the　case　that　the　mound

No．　1　ls　non－disfigured，　and　that　the　mound　No．　2，　though　bui1t　in　the

middle　period，　is　located　on　a・　hill．

　In　the　westem　zone　of　the　Katsura桂Jll　river，　where　the　two　mounds

reported　here　are　located，　a　great　many　buriai　mounds　were　built　over

the　kofun　period．　Considering　the　significance　of　this　group　o£　mounds

加Kiflai畿内，　it　is　important　for　the　study　of　buria玉mounds　to　revea正

its　distrlbution　and　transition．　The　fruits　of　our　investigaelon　will　be

a　clue　to　go　upon．
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